
史

料

紹

介
林
芳
兵
衛
・
中
井
三
郎
兵
衛
談
話
速
記

旧
三
井
文
庫
が
三
井
家
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
、
維
新
政
府
の

太
政
官
札
発
行
流
通
と
三
井
と
の
関
わ
り
を
調
査
収
集
し
た
時
期
が
あ

る
。
そ
の
さ
い
古
老
林
芳
兵
衛
と
中
井
三
郎
兵
衛
か
ら
聴
取
し
た
も
の

が
「
林
芳
兵
衛

十
二
歳
翁
談
話
速
記
録
」
お
よ
び
「
中
井
三
郎
兵
衛

談
話
速
記
録
」
で
あ
る
。

聞
き
手
は
両
者
と
も
旧
三
井
文
庫
員
柴
謙
太
郎
お
よ
び
尾
上
米
蔵
。

速
記
者
は
本
文
末
尾
に
京
都
市
役
所
、
京
都
市
会
嘱
託
岡
部
荒
二
と
記

さ
れ
て
い
る
。

林
芳
兵
衛
へ
の
聞
取
り
は
昭
和
五
年
一
二
月
一

日
か
ら
四
日
間
に

分
け
て
行
わ
れ
た
。
話
は
太
政
官
札
製
造
か
ら
発
展
し
て
、
幕
末
の
出

版
業
界
や
、
三
井
家
の
別
家
井
上
治
兵
衛
等
に
及
ぶ
。
第
一
回
目
の
主

な
内
容
は
、
太
政
官
札
と
そ
の
原
版
作
成
に
携
わ
っ
た
松
田
玄
々
堂
と

銅
版
に
つ
い
て
、
第
二
回
目
は
、
玄
々
堂
や
そ
の
外
の
銅
版
師
、
木
版

師
の
仕
事
に
つ
い
て
、
ま
た
太
政
官
札
の
流
通
、
幕
末
維
新
期
の
出
版

業
の
話
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
。
第
三
回
目
は
林
芳
兵
衛
自
身
の
履
歴

と
親
類
縁
者
の
木
版
師
井
上
治
兵
衛
に
つ
い
て
が
主
な
内
容
で
あ
る
が
、

中
に
三
井
家
の
寒
中
施
行１

）
の
話
も
で
て
く
る
。
第
四
日
目
は
記
録
を
取

っ
て
い
な
い
。

一
方
の
中
井
三
郎
兵
衛
の
聞
取
り
は
林
芳
兵
衛
の
聞
取
り
の
合
間
に

行
わ
れ
て
お
り
、
内
容
も
薄
く
て
ご
く
短
い
も
の
で
あ
る
。
中
井
は
紙

屋
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
太
政
官
札
の
用
紙
を
調
達
し
た
訳
で
は
な
く

何
ら
関
係
が
な
い
の
で
、
幕
末
期
の
自
身
の
丁
稚
時
代
の
体
験
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
語
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

太
政
官
札
と
は
、
維
新
政
府
が
明
治
元
年
五
月
に
発
行
し
た
紙
幣
で
、

一
〇
両
、
五
両
、
一
両
、
一
分
、
一
朱
の
五
種
類
の
金
札
の
こ
と
で
あ

る
。
明
治
元
年
閏
四
月
か
ら
翌
二
年
五
月
ま
で
に
最
初
の
四
万

〇
〇

〇
両
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
彫
刻
と
印
刷
に
当
っ
た
の
が
玄
々
堂
松
田
緑

山
兄
弟２

）
で
あ
る
。
後
に
は
石
田
有
年
も
銅
版
彫
刻
に
加
わ
っ
て
い
る
。

版
下
書
は
平
野
屋
四
方
茂
平
（
後
に
遠
藤
と
改
姓
）
が
行
っ
た
。

柴
謙
太
郎
ら
は
、
太
政
官
札
発
行
に
関
わ
っ
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
事
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蹟
も
同
時
期
に
調
査
し
た
。
そ
の
調
査
内
容
は
、
三
井
家
の
勤
王
奉
公

事
歴
の
一
つ
と
し
て
昭
和
七
年
七
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
太
政
官
札
の

発
行
流
通
を
主
と
し
て
見
た
る
三
井
家
維
新
奉
公
事
蹟３

）
」
と
言
う
手
書

き
印
刷
の
内
部
調
査
報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

松
田
儀
十
郎
、
号
緑
山
は
天
保

年
京
都
に
生
ま
れ
た
。
父
儀
平
か

ら
銅
版
彫
刻
の
技
術
を
学
び
、
水
戸
、
摂
津
、
美
濃
な
ど
に
招
か
れ
各

藩
の
藩
札
彫
刻
に
も
従
事
し
た
経
歴
を
持
つ
。
文
政
五
年
（
一

二

二
）
以
降
伊
勢
松
坂
で
発
行
さ
れ
た
銀
札
の
製
造
は
、
京
都
の
三
井
組

が
行
っ
て
お
り
、
そ
の
木
版
彫
は
井
上
治
兵
衛
が
引
き
受
け
て
い
た
。

こ
の
延
長
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
慶
応
二
年
の
紀
州
五
カ
国
通
用
札
の
印

刷
は
、
井
上
治
兵
衛
の
薦
め
で
銅
版
印
刷
と
木
版
の
混
用
と
な
り
、
松

田
儀
十
郎
も
関
わ
っ
た
。
維
新
政
府
が
三
井
に
相
談
を
持
っ
て
き
た
の

は
、
三
井
の
紀
州
銀
札
製
造
の
経
験
に
よ
る
が
、
太
政
官
札
の
銅
版
印

刻
引
き
受
け
に
は
こ
の
よ
う
に
三
井

井
上

松
田
と
い
う
下
地
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
林
芳
兵
衛
の
、
第
一
回
談
話
に
は
太
政
官
札
が
北
三

井
家
高
朗
の
推
挙
し
た
出
入
の
木
版
師
井
上
治
兵
衛
の
意
見
で
松
田

玄
々
堂
（
緑
山
）
の
銅
版
刷
り
に
な
っ
た
事
に
つ
い
て
、
経
緯
が
語
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
太
政
官
札
と
三
井
の
維
新
政
府
と
の
関
係
を

探
っ
て
い
た
聞
き
手
の
柴
謙
太
郎
等
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
情
報
だ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
前
掲
調
査
報
告
書
の
中
で
「
近
年
ま
で
も
全
く
隠
れ
た

大
な
る
事
実
」「
井
上
治
兵
衛
は
木
版
師
で
あ
る
、
そ
れ
と
銅
版
師
松

田
敦
朝
と
の
関
係
は
、
種
々
な
る
調
査
研
究
の
結
果
、
今
日
極
め
て
明

白
に
判
明
す
る
事
を
得
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
松

田
緑
山
は
初
め
名
を
保
信
と
い
い
、
明
治
二
年
に
は
民
部
省

に
通
商

司
三
井
組
の
紙
幣
製
造
も
命
ぜ
ら
れ
て
東
京
に
出
、
後
敦
朝
と
名
乗
っ

た
（
な
お
銅
版
師
石
田
有
年
も
松
田
と
と
も
に
東
京
で
紙
幣
製
造
に
当

た
っ
て
い
る
）。
銅
版
が
重
宝
さ
れ
て
、
大
蔵
省
や
工
部
省
、
海
軍
省

な
ど
御
用
を
数
々
引
受
け
、
明
治
三
年
一
一
月
出
納
局
よ
り
、
明
治
五

年
正
月
に
は
駅
逓
寮
の
郵
便
切
手
製
造
御
用
も
拝
命
し
て
い
る４

）
。

林
芳
兵
衛
に
つ
い
て
は
前
掲
報
告
書
の
中
で
「
今
年
（
昭
和
七
年
）

四
月
ま
で
生
存
し
た
一
老
人
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

聞
取
り
か
ら
一
年
四
カ
月
後
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
林
芳
兵
衛

は
嘉
永
三
年
（
一

五
〇
）
の
生
ま
れ
で
、
聞
取
り
の
実
施
さ
れ
た
昭

和
五
年
に
は
満
で
言
え
ば

〇
歳
で
あ
る
が
、
記
憶
は
か
な
り
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
こ
と
印
刷
や
出
版
業
界
の
事
情
に
関
し
て
幅
広
い
知
識

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。

林
芳
兵
衛
は
京
都
で
文
泉
堂
と
い
う
書
店
を
経
営
し
て
い
る
が
、
三

井
家
と
は
直
接
つ
な
が
り
は
な
い
。
が
、
木
版
師
で
京
都
を
代
表
す
る

同
業
者
で
も
あ
る
井
上
治
兵
衛
家
と
重
縁
が
あ
り
、
こ
の
井
上
治
兵
衛

の
初
代
が
北
三
井
家
か
ら
出
た
別
家
で
あ
っ
た
。「
林
芳
兵
衛

十
二
歳

翁

談
話
速
記
録
」
の
本
文
の
前
に
は
井
上
治
兵
衛
家
と
林
芳
兵
衛
家
の

関
係
略
系
図
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
両
家
の
関
係
系
図
を
み
る
と
、
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井
上
治
兵
衛
家
は
談
話
者
の
二
代
芳
兵
衛
の
祖
母
の
実
家
で
あ
り
、
母

の
養
家
で
あ
る
。
ま
た
二
代
芳
兵
衛
の
姉
は
四
代
目
井
上
治
兵
衛
の
妻

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
林
芳
兵
衛
が
井
上
家
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
も

不
思
議
で
は
な
い
。
二
代
林
芳
兵
衛
と
五
代
目
治
兵
衛
は
叔
父
、
甥
の

間
柄
に
あ
る
。
そ
れ
で
林
芳
兵
衛
の
談
話
に
は
、
井
上
治
兵
衛
の
三
代

目
が
（
五
代
目
の
）「
祖
父
」
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
そ
こ
で

図
ら
ず
も
三
井
家
の
別
家
と
し
て
の
越
後
屋
治
兵
衛
家
と
事
業
の
実
態

を
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

両
家
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
か
、
井
上
和
雄
編
『
増
訂
慶

長
以
来
書

集
覧
』（
大
正
五
年
初
版
、
昭
和
四
五
年
増
訂
版
）
を
み

る
と
、
林
芳
兵
衛
は
「
文
泉
堂

弘
化

現
代

京
都
二
条
通
高
倉
東

入
北
側

吉
野
屋
（
林
氏
）
権
兵
衛
の
後
を
襲
ひ
て
堀
川
塾
（
伊
藤
）

の
蔵
版
を
製
本
発
売
す
」
と
あ
り
、
ま
た
井
上
治
兵
衛
に
つ
い
て
は
、

「
越
後
屋
治
兵
衛

井
上
氏

東
塘
亭

天
明

明
治

京
都
堀
川
通

二
条
下
ル

代
々
彫
工
に
し
て
書

を
兼
た
る
も
の
ゝ
如
し
、
先
年
廃

業
し
て
東
京
に
移
住
せ
り
と
云
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
文
久
四
年

版
「
都
商
職
街
風
聞
」
の
、

板
木
師

の
と
こ
ろ
に
は
「
堀
川
二
条

下

井
上
次
兵
衛
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
出
版
元
に
は
林
芳
兵

衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
明
治
一
一
年
の
「
売
買
ひ
と
り
案
内
」
で
も

版
木
師
井
上
治
兵
衛
を
確
認
で
き
る
。（
こ
の
「
売
買
ひ
と
り
案
内
」

の

銅
版
彫
師

の
中
に
「
石
田
有
年
」
の
名
も
見
ら
れ
る
。）

こ
こ
で
井
上
治
兵
衛
家
の
履
歴
を
み
て
み
よ
う
。
明
治
四
年
に
北
三

井
家
に
提
出
さ
れ
た
「
御
暖
簾
調
帳
」（
北
七
七

四
）
で
は
、
初
代
治

兵
衛
が
「
延
享
二
丑
年
下
男
御
奉
公
出
勤
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
延
享

二
年
（
一
七
四
五
）（
北
三
井
家
四
代
高
美
の
時
）
に
出
勤
し
、
宝
暦

九
年
（
一
七
五
九
）（
五
代
高
清
の
代
）
に
宿
入
し
た
と
あ
る
。
勤
仕

期
間
一
四
年
で
の
宿
入
は
通
常
店
奉
公
人
で
は
無
い
こ
と
な
の
で
、
中

年
奉
公
で
あ
ろ
う
。
但
馬
の
出
身
と
云
う
こ
と
で
も
あ
り
、
記
述
ど
お

り
最
初
は
下
男
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
二
代
目
治
兵
衛
以
降
は
奉

公
に
上
が
ら
ず
、
木
版
師
と
出
版
業
で
家
を
繫
い
で
い
る
。
主
に
地
図

類
の
中
に
彫

、
出
版
井
上
治
兵
衛
、
又
は
越
後
屋
治
兵
衛
の
名
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る５

）
。
そ
し
て
北
三
井
家
の
堀
川
町
の
家
代
を
代
々

勤
め
て
き
て
お
り
、
ま
た
北
三
井
家
の
勘
定
場
の
出
入
り
も
代
々
許
さ

れ
て
い
る
。
住
居
も
北
三
井
家
邸
内
借
地
に
あ
り
、
親
密
な
付
き
合
い

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
初
代
が
越
後
屋
本
店
や
三
井
両
替
店
な
ど
商

売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
営
業
店
の
手
代
で
は
な
く
、
家
の
台
所
役
で

あ
っ
た
者
が
、
暖
簾
分
け
の
さ
い
は
技
術
を
必
要
と
す
る
木
版
師
と
な

り
、
ま
た
代
を
重
ね
て
京
都
を
代
表
す
る
出
版
業
者
と
も
な
っ
た
こ
と

は
、
別
家
と
し
て
成
功
し
た
例
で
あ
ろ
う７

）
。
四
代
目
治
兵
衛
は
店
の
職

人
か
ら
養
子
に
入
っ
た
が
、
明
治
一
六
年
に
死
亡
し
て
い
る
。
五
代
目

治
兵
衛
は
、
名
前
は
継
い
だ
も
の
の
、
北
三
井
家
勘
定
場
に
願
っ
て
商

業
学
校
卒
業
の
翌
年
明
治
二
五
年
に
三
井
物
産
に
入
社
し
て
東
京
に
出

た
た
め
、
店
の
方
は
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。
廃
業
し
た
五
代
目
は
林
芳

兵
衛
の
談
話
聴
取
時
は
三
井
物
産
会
社
の
取
締
役
と
な
っ
て
い
て
、
昭
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和
七
年
に
は
常
務
取
締
役
、
次
い
で
昭
和
九
年
に
取
締
役
会
長
で
代
表

取
締
役
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

「
中
井
三
郎
兵
衛
談
話
速
記
録
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
ご
く
短
い
。

中
井
三
郎
兵
衛
は
三
之
助
と
い
う
名
で
京
本
店
に
丁
稚
（
子
供
）
で
勤

務
し
、
慶
応
二
年
半
元
服
し
て
、
丸
額
か
ら
角
額
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

退
職
し
た
。
こ
の
中
井
三
郎
兵
衛
は
四
代
目
で
あ
る
。

別
家
と
し
て
の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
初
代
は
明
和
元
年
（
一

七
六
四
）
江
戸
本
店
組
頭
と
な
り
、
明
和
三
年
江
戸
で
没
し
て
い
る
。

二
代
目
は
養
子
で
三
井
家
に
は
出
勤
し
て
い
な
い
の
で
家
格
は
組
頭
退

役
で
あ
っ
た
。
三
郎
兵
衛
の
三
代
目
は
天
保
三
年
（
一

三
二
）
に
京

本
店
に
出
勤
、
天
保
一
三
年
（
一

四
二
）
に
平
役
で
退
職
し
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
弘
化
二
年
（
一

四
五
）
に
開
業
、
安
政
六
年
（
一

五

九
）
に
大
元
方
よ
り
「
家
業
出
情
大
切
ニ
相
勤
候
付
」
家
格
を
支
配
退

役
に
引
き
上
げ
ら
れ
丸
に
井
桁
三
の
暖
簾
印
を
貰
っ
て
い
る
。
明
治
三

年
（
一

七
〇
）
に
名
を
三
平
と
替
え
て
、
北
三
井
家
の
台
所
名
前
役

に
な
っ
て
お
り
、
翌
四
年
七
月
京
都
三
井
組
為
替
座
に
も
通
勤
支
配
役

を
兼
任
、
一
〇
月
に
は
後
見
役
、
そ
の
後
は
大
元
方
改
役
と
三
井
銀
行

の
要
職
に
つ
き
、
明
治
一

年
よ
り
二
五
年
ま
で
銀
行
副
長
と
な
っ
て

い
る
。
二
六
年
に
は
三
井
組
参
事
兼
理
事
心
得
、
最
後
は
二

年
元
方

委
員
で
引
退
し
た
。
こ
の
時
七
五
歳
で
あ
っ
た
。

１
）

京
都
に
お
け
る
寒
中
施
行
に
つ
い
て
は
、
塚
田
孝
「
三
井
文

庫
所
蔵
の
三
都
非
人
関
係
史
料
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
二

三
号
）
に
越
後
屋
京
本
店
、
三
井
京
両
替
店
協
同
分
担
に
よ

る
施
行
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
一
一

月
中
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
に
か
け
て
非
人
に
粥
を
振
る
舞
っ

て
い
る
が
、
対
象
者
の
人
数
は
幕
末
期
一
〇
〇
〇
人
を
越
え

る
。
林
芳
兵
衛
の
談
話
で
は
、「
毎
朝
油
小
路
か
ら
出
て
」

と
あ
り
、
油
小
路
に
あ
っ
た
北
三
井
家
が
施
行
を
行
っ
て
い

た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。

２
）
「
第
六
世
松
田
儀
平
源
保
居
略
歴

附
第
七
世
儀
十
郎
源
敦

朝
履
歴
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

特

四
一
）。
な
お
こ
の

履
歴
で
は
「
門
弟
約
五
千
名
ヲ
指
揮
シ
テ
金
札
五
千
万
円
ヲ

製
造
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
、
林
芳
兵
衛
の
談
話
中
に
松
田
儀

十
郎
の
兄
弟
を
三
人
と
し
て
い
る
の
は
、
銅
版
印
刷
製
造
に

関
わ
っ
て
い
る
の
が
三
人
な
の
で
あ
っ
て
、
実
際
は

人
兄

弟
（
う
ち
女
子
は
二
人
）
で
あ
る
。

３
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

特
一
〇
七
五
。

４
）

太
政
官
札
の
表
面
下
部
の
双
竜
の
図
柄
が
明
治
四
年
三
月
発

行
の
郵
便
切
手
に
踏
襲
さ
れ
た
（
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
図

録
日
本
の
貨
幣

７

近
代
幣
制
の
成
立
』（
東
洋
経
済
新

報
社
、
昭
和
四

年
）
図
版
解
説
）。

５
）

井
上
治
兵
衛
の
手
掛
け
た
仕
事
で
三
井
文
庫
が
所
蔵
す
る
地
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図
は
「
改
正
日
本
輿
地
路
程
図
」（
安
永
乙
未
三
月
柴
野
邦

彦
序
、
水
戸
長
久
保
赤
水
著
、
文
化

年
正
月
再
刻
、
京
都

井
上
治
兵
衛

字
）（
江
戸
版
）（
鳥
別
五
）、「
日
本
郡
国
一

覧

改
正
」（
Ｃ
五
〇
一

四
六
）
等
の
木
版
の

刻
が
あ

り
、
刊
行
し
た
も
の
に
は
「
文
久
癸
亥
西
川
通
船
路
新
開

図
」（
Ｃ
七
四
二

六
）、「
銅

機
内
近
州
覧
図
」（
Ｃ
五
四

〇

五
）、
邸
第
図
「
洛
西
桂
御
別
荘
明
細
図
」（
Ｃ

二
七

一
〇
）
等
が
あ
る
。
因
み
に
「
銅

機
内
近
州
覧
図
」
は

銅
版
で
、
慶
応
二
年
版
、
松
田
緑
山
の
刻
、「
洛
西
桂
御
別

荘
明
細
図
」
は
西
村
兼
文
編
、
国
井
応
文
画
の
木
版
で
あ
る
。

６
）

三
代
目
治
兵
衛
は
後
治
右
衛
門
と
改
名
す
る
が
、
元
治
元
年

の
禁
門
の
変
で
暖
簾
が
焼
失
し
た
ら
し
く
、
明
治
一
一
年

月
に
丸
に
井
桁
三
文
字
の
暖
簾
印
を
改
め
て
取
得
し
て
い
る
。

そ
の
さ
い
三
井
家
大
元
方
役
の
小
石
川
三
井
家
当
主
高
喜
は
、

中
井
三
平
宛
書
状
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

小
石
川
一
四
四

二

一

一
）
に
「
井
上
次
右
衛
門
方
近
年
商
業
大
勉
強
、

依
而
身
上
も
追
々
宜
相
成
候
段
目
出
度
事
ニ
候
」
と
書
き
送

っ
て
い
る
。

樋
口
知
子
）

凡

例

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
明
ら
か
な
脱
字
は
行
間
に
（
マ
マ
）
と
入
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は

原
文
通
り
で
あ
る
。

一
、
句
読
点
の

は
原
文
通
り
で
あ
る
。

一
、
頭
注
は
原
文
の
当
該
箇
所
の
下
に
＊
印
を
付
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
落

と
し
て
挿
入
し
た
。
な
お
頭
注
自
体
に
疑
問
の
あ
る
箇
所
も
あ
る

が
、
原
本
の
ま
ま
と
す
る
。

201

林芳兵衛・中井三郎兵衛談話速記



（
表
紙
）

「
林
芳
兵
衞

十
二

翁
談
話

記

」

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

特

四
三
）

井
上
治
兵
衞
家
略
系

特
ニ
林
芳
兵
衞
関
係

昭
和
五
年
十
二
月
調
査

202

初
代

井
上
治
兵
衛

延
享
二
年
北
家
ニ
勤
仕

寶
暦
九
年
宿
入

暖
簾
印
許
可 但

馬
ノ
出

治
兵
衛

二
代

木
版
師
、
出
版
業
）

某

女
井
筒
屋
ヘ
嫁

三
代

治
兵
衛

木
版
師
、
出
版
業
）

明
治
十
一
年

月
井
桁
三
文
字

暖
簾
印
許
可

四
代

養
子
）

治

兵

衛

木
版
師
）

明
治
四
年
相
続
講
入
講

同
十
六
年
三
月
六
日
歿

弥
惣
七

某

女

明
治
六
年
六
月
十
三
日
生

勘
治
郎

治
兵
衛
現
物
産
重
役
）

五
代

某

女

林

芳
兵
衛

初
代

出
版
業
）

文
泉
堂
林
権
兵
衛
ニ
奉
公

近
江
ノ
出

芳

兵

衛
現
存
）

恒
次
郎

嘉
永
三
年
生

後
治
右
衛
門

※

※

※
印
は
紹
介
者
補
筆
）



林
芳
兵
衞

十
二

翁

談
話

記

昭
和
五
年
十
二
月

於
自
宅
、
文
泉
堂

京
都
市
二
条
通
堺
町
下
ル
北
側

第
一
回

十
二
月
十

日

文
泉
堂
店
頭
ニ
於
テ

訪
問
聴
取
者

柴

謙
太
郎

〃

尾

上

米

藏

松
田
は
太
政
官
札
を
作
つ
て
か
ら
財
産
を
拵
へ
ま
し
た
。
兄
弟
が
三

人
あ
つ
て
、
一
番
上
が
松
田
緑
山
、
次
が
太
三
郎
、
其
次
が
民みん
次じ
郎
と

言
つ
て
、
此
人
が
銅
版
を
彫
つ
て
、
太
三
郎
の
方
が
そ
れ
を
刷
つ
た
の

で
す
。
緑
山
は
長
男
で
仕
事
も
よ
く
し
ま
し
た
、
名
は
敦あつ
朝とも
で
す
が
、

緑
山
と
い
ふ
の
は
号
で
す
。

銅
版
の
初
ま
り
は
、
長
崎
で
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
親

が
長
﨑
で
習
つ
て
来
た
の
か
何
処
か
ら
習
つ
て
來
た
の
か
そ
れ
は
知
り

ま
せ
ぬ
が
、
専
ら
銅
版
が
発
達
し
た
の
は
松
田
に
な
つ
て
か
ら
で
す
。

江
戸
の
方
で
は
宇
多
川
が
其
著
述
の
「
医
範
提
綱
」
に
銅
版
画
を
入

れ
て
居
り
ま
す
。
又
京
都
の
方
で
も
釜
座
夷
川
上
ル
所
の
小こ
石いし
※
小
石
元

俊

小

石

園

元
瑞
）
と
い
ふ
医
者
が
、
か
な
り
学
問
も
あ
つ
て
、
其
処
か
ら
山
陽
の
お

神
さ
ん
が
出
て
居
り
ま
す
が
、
其
処
で
も
銅
版
の
医
書
※「
把
爾
翕
湮

解
剖
図
譜
」
で
財

産
が
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
等
は
玄
々
が
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
前
の
人
※
中
伊
三
郎

が
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
盛
に
な
つ
た
の
は
日
本
の
図
か
ら

で
す
。
あ
れ
が
木
版
で
す
と
版
下
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
が
、

銅
版
は
ぶ
つ
つ
け
に
や
る
か
ら
早
い
の
で
す
。
松
田
は
又
縮
図
を
よ
く

し
ま
し
た
、
是
は
外
で
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
此
日
本
の
図
※「
銅

大
日

本
国
細
図
」
が
始

ま
り
で
す
、
私
の
親
爺

先
代
芳
兵
衛
）

が
玄
々
に
彫
ら
し
た
の
で
す
。
是
が
出
来
た
時

期
が
非
常
に
よ
か
つ
た
の
で
す
。
と
い
ふ
の
は
、
是
が
出
来
て
か
ら
後

に
長
州
征
伐
な
ど
の
ゴ
タ
〳
〵
が
仰
山
あ
り
ま
し
た
。
其
時
分
に
は
山

城
、
大
和
な
ど
の
図
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
、
大
き
い
一
国
宛
の

図
で
あ
り
ま
す
。
薩
摩
や
長
州
の
も
同
様
で
す
。
是
で
す

日
本
細
図
）

と
非
常
に
小

さ
い
も
の
で
す
か
ら
長
州
征
伐
な
ど
の
時
に
一
寸
懐
ろ
に
入
れ
た
り
す

る
こ
と
が
出
来
て
便
利
で
す
。
此
外
に
「
国
郡
全
図

よ
う
づ
げ
ん
さ
ん

」（
？
）
と
い
ふ

の
が
あ
り
ま
す
が
形
が
大
き
い
、
其
上
に
奉
書
刷
で
す
か
ら
厚
さ
が
厚

い
で
す
。
そ
ん
な
も
の
は
持
つ
て
行
け
ぬ
、
是
は
小
さ
く
て
非
常
に
便

利
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
是
が
よ
く
売
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

段
々
と
「
成
程
是
は
版
下
が
要
ら
ぬ
か
ら
。
細
か
い
も
の
は
銅
版
に
限

る
」
と
い
ふ
こ
と
て
本
屋
が
競
う
て
銅
版
を
や
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

太
政
官
札
は
あ
れ
は
元
木
版
で
や
る
積
り
で
あ
つ
た
の
で
す
が
太
政

官
か
ら
三
井
さ
ん
へ
向
け
て
御
相
談
に
な
つ
た
、
そ
れ
を
今
度
は
髙
朗

さ
ん
か
ら
井
上
の
祖
父
に
向
つ
て
御
相
談
に
な
つ
た
の
で
す
。
祖
父
は

「
木
版
で
し
た
ら
ど
う
も
贋
札
が
出
来
易
い
、
銅
版
は
今
で
は
日
本
に

一
人
よ
り
や
る
人
が
無
い
、
そ
れ
で
銅
版
の
方
が
宜
し
い
」
と
い
つ
て

お
話
を
し
た
、
そ
れ
か
ら
髙
朗
さ
ん
か
ら
太
政
官
に
お
話
に
な
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
何
し
ろ
木
版
で
も
相
当
細
か
い
こ
と
も
出
来
ま
す
が
小

刀
で
や
る
の
と
針
で
や
る
の
で
す
か
ら
何
と
い
つ
て
も
銅
版
程
細
か
い

林芳兵衞談話 記
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こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
で
太
政
官
で
も
是
は
よ
い
と
い
ふ
こ
と
で

銅
版
に
決
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
玄
々
堂
が
召
出
し
に
な
つ

た
の
で
す
。
太
政
官
か
ら
井
上
を
呼
出
さ
れ
て
井
上
が
玄
々
堂
の
こ
と

を
申
上
げ
た
為
に
玄
々
堂
が
召
出
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
玄
々
堂
は
何

時
も
井
上
の
お
蔭
で
是
だ
け
に
な
つ
た
の
だ
と
い
つ
て
喜
ん
で
居
つ
た

さ
う
で
す
。

太
政
官
日
誌
は
あ
れ
は
、
唯
々〻
今
度
日
誌
を
至
急
出
し
て
貰
ひ
た
い
、

井
上
を
太
政
官
に
呼
出
し
て
、
其
時
分
に
は
太
政
官
は
二
条
の
城
に
あ

り
ま
し
た
、
井
上
は
堀
川
南
に
居
り
ま
し
た
、
慶
應
四
年
の
春
、（
何

日
頃
で
し
た
か
、
日
は
思
ひ
出
せ
ま
せ
ぬ
）
太
政
官
に
呼
出
さ
れ
た
の

で
す
。
何
し
ろ
夜
に
な
つ
て
、「
明
日
出
頭
せ
よ
」
と
言
つ
て
来
た
の

で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
出
頭
す
る
と
、「
瓦
版
と
い
ふ
も
の
は
非
常

に
早
い
さ
う
で
あ
る
、
相
撲
の
勝
負
附
な
ど
に
や
つ
て
居
る
や
う
で
あ

る
」
と
い
ふ
の
で
其
こ
と
を
井
上
に
御
相
談
に
な
つ
た
の
で
す
。「
そ

れ
は
聞
い
て
居
り
ま
す
、
蝋
版
で
あ
り
ま
し
て
相
撲
の
勝
負
附
な
ど
に

や
つ
て
居
る
の
で
す
が
、
私
の
方
で
は
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ぬ
、
何

し
ろ
判
じ
ね
ば
読
め
ぬ
や
う
な
も
の
で
す
」「
そ
ん
な
も
の
で
は
い
か

ぬ
、
何
か
外
に
早
く
刷
れ
る
も
の
は
無
い
か
」
そ
こ
で
活
字
版
（
今
は

金
で
す
が
昔
は
木
の
活
字
で
し
た
）
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
「
そ
れ
で

や
つ
て
呉
れ
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
す
が
、
井
上
は
「
そ
れ
で

は
却
つ
て
早
い
か
遅
い
か
判
ら
ぬ
や
う
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
、
そ
れ

よ
り
か
此
方
が
よ
い
」
と
い
ふ
こ
と
で
や
つ
た
の
が
、
太
政
官
日
誌
は

御
承
知
の
通
り
片
仮
名
で
す
か
ら
木
版
な
れ
ば
大
抵
朝
か
ら
や
れ
ば
昼

頃
ま
で
に
は
彫
れ
ま
す
、
一
枚
の
版
木
を
何
ぼ
に
も
切
つ
て
置
い
て
、

版
下
を
貼
つ
て
後
、
之
を
切
り
放
し
何
し
ろ
一
面
を
四
人
て
彫
る
の
で

す
か
ら
早
い
訳
で
す
、
そ
れ
を
合

を
入
れ
て
一
つ
に
嵌
込
む
の
で
す
、

晩
に
太
政
官
か
ら
草
稿
が
来
た
ら
翌
日
の
昼
頃
ま
で
に
は
納
付
し
て
居

り
ま
し
た
。
太
政
官
日
誌
は
御
承
知
の
通
り
半
紙
版
で
あ
つ
て
三
百
部

を
太
政
官
に
納
め
て
居
り
ま
し
た
。
あ
と
は
何
ぼ
売
つ
て
も
構
ひ
ま
せ

ぬ
。そ

れ
は
太
政
官
日
誌
の
話
で
す
が
、
太
政
官
札
の
こ
と
を
太
政
官
か

ら
御
相
談
を
受
け
た
三
井
さ
ん
が
井
上
の
今
の
三
代
前
に
御
相
談
に
な

つ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
井
上
は
今
申
上
げ
た
や
う
に
、
木
版
は
贋
が
出

来
や
す
い
、
そ
れ
よ
り
銅
版
で
や
つ
た
方
が
彫
る
人
が
日
本
に
一
人
し

か
無
い
か
ら
そ
れ
の
方
が
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
話
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
三
井
さ
ん
か
ら
太
政
官
に
其
こ
と
を
お
話
す
る
と
「
そ
れ
は

非
常
に
面
白
い
、
何
と
い
ふ
奴
か
」「
松
田
と
言
ひ
ま
す
」「
そ
れ
で
は
、

そ
れ
を
召
出
せ
」
と
い
ふ
こ
と
で
お
召
出
し
に
な
つ
た
の
で
す
。
さ
う

し
て
あ
れ
が
出
来
た
の
で
す
が
、
此
松
田
緑
山
と
い
ふ
男
は
そ
れ
ま
で

は
大
き
に
貧
乏
を
し
て
居
つ
た
の
で
、
一
枚
彫
り
の
板
を
持
つ
て
来
て

は
金
を
貸
し
て
呉
れ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
大
き
に
貧
乏
を
し
て
居
つ

た
の
で
す
、
五
条
坂
に
住
ん
で
居
り
ま
し
た
が
尻
の
据
ら
ぬ
男
で
方
々

宿
替
を
し
て
居
り
ま
す
。

気
が
向
か
な
い
と
十
日
で
も
二
十
日
で
も
や
ら
う
と
し
な
い
、「
そ
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れ
は
い
か
ぬ
」
と
い
ふ
と
「
ど
う
も
頭
が
痛
う
て
仕
事
が
出
来
ぬ
」
と

い
ふ
の
で
す
。「
米
は
き
れ
た
し
金
を
貸
し
て
ん
か
」
と
い
つ
て
来
る
、

私
の
方
で
も
や
り
か
け
た
も
の
を
途
中
で
や
め
ら
れ
て
は
困
る
の
で
、

外
の
人
に
さ
せ
や
う
に
も
す
る
人
が
居
ら
ぬ
の
で
何
と
か
し
て
金
を
貸

し
て
や
つ
て
居
り
ま
し
た
。
さ
う
い
ふ
こ
と
で
大
分
長
い
こ
と
か
か
つ

て
出
来
上
つ
た
の
が
あ
の
日
本
の
図
※「
大
日
本

国
細
図
」

で
す
。
日
本
の
図
が
出

来
上
つ
た
の
が
大
変
に
時
期
が
よ
か
つ
た
の
で
す
。
縮
図
も
拡
大
も
や

り
ま
す
。
銅
版
の
方
は
拡
大
す
る
こ
と
は
余
計
あ
り
ま
せ
ぬ
が
大
抵
縮

め
る
方
で
す
。
外
の
人
で
は
さ
う
い
ふ
こ
と
は
や
う
し
ま
せ
ぬ
、
玄
々

堂
は
そ
れ
が
大
変
に
う
ま
い
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
図
と
い
ふ
も
の
は

銅
版
に
限
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
細
か
い

こ
と
は
銅
版
で
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ぬ
。
銅
版
は
針
で
や
る
の
で
す
か

ら
、
木
版
で
は
出
来
な
い
こ
と
が
銅
版
で
は
出
来
ま
す
。

銅
版
の
彫
方
は
先
づ
銅
板
に
薄
い
蝋
を
引
い
て
、
其
上
に
針
で
左
向

き
に
書
く
の
で
す
。
下
絵
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
草
稿
は
あ
り
ま
す
が
、
ぶ

つ
つ
け
に
彫
る
の
で
す
か
ら
左
向
き
に
彫
り
ま
す
。
彫
り
上
つ
た
ら
其

上
に
薬
を
か
け
て
、
何
分
と
か
何
時
間
と
時
間
を
定
め
て
、
薬
が
か
か

つ
た
ら
水
で
洗
つ
て
、
今
度
は
火
に
あ
て
、
蝋
を
落
し
、
さ
う
し
て
そ

れ
に
砥
粉
を
つ
け
て
磨
く
の
で
す
。
薬
を
か
け
て
何
分
と
か
何
時
間
経

つ
た
ら
う
ま
く
銅
板
が
腐
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
多
年
の
経
験
で
よ
く
知

つ
て
居
り
ま
す
。
細
か
い
も
の
は
眼
鏡
で
彫
り
ま
す
。
刷
る
時
に
は
松

煙
と
荏
油
を
煮
て
イ
ン
キ
を
造
り
、
そ
れ
を
竹
の
へ
ら
で
銅
板
一
面
に

引
き
又
竹
へ
ら
で
取
つ
て
あ
と
を
梅
酢
で
拭
き
ま
す
、
そ
れ
に
湿
し
た

紙
を
や
つ
て
轆
轤
か
何
か
で
キ
ユ
ー
〳
〵
と
や
る
と
ニ
ユ
ー
〳
〵
と
出

て
来
ま
す
。
梅
酢
を
か
け
る
の
は
、
版
の
上
に

つ
た
油
が
取
れ
て
、

紙
に
出
な
い
為
で
す
、
又
紙
を
湿
め
す
の
は
、
湿
り
気
が
無
い
と
中
か

ら
イ
ン
キ
を
吸
ひ
出
す
事
が
出
来
な
い
か
ら
で
す
。
轆
轤
と
い
ふ
の
は

私
の
所
に
も
あ
り
ま
し
た
が
方
々
の
刷
屋
に
貸
し
て
そ
れ
き
り
に
な
つ

て
居
り
ま
す
が
極
く
簡
単
な
も
の
で
す
。
一
枚
の
版
で
一
万
で
も
二
万

で
も
取
れ
ま
す
。

太
政
官
札
は
何
枚
版
を
彫
つ
た
の
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
四
方
茂
平
（
六

角
東
入
つ
た
所
に
現
に
子
孫
が
居
ら
れ
ま
す
）
と
い
ふ
人
が
版
下
を
書

い
て
そ
れ
を
玄
々
が
写
し
た
の
で
す
。
太
政
官
札
を
刷
る
人
は
百
人
位

は
入
つ
て
居
つ
た
で
せ
う
が
、
皆
玄
々
の
太
三
郎
が
主
と
な
つ
て
刷
り

人
を
仕
立
て
ゝ
居
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
後
に
民
部
省
が
東

京
に
出
来
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
玄
々
が
東
京
に
行
つ
た
の
で
あ
り
ま

す
、
玄
々
が
東
京
へ
行
つ
た
後
は
其
弟
子
が
何
人
か
此
方
に
残
つ
て
居

り
ま
す
。
そ
れ
で
彫
賃
な
ん
か
も
無
茶
に
安
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
一
枚
五
円
か
ら
十
円
位
の
刻
料
を
取
つ
て
居
り
ま
し
た
。

贋
札
で
す
か
、
あ
り
ま
し
た
が
、
腹
を
切
り
ま
し
た
、
私
の
方
に
も

よ
う
仕
事
に
来
て
居
つ
た
男
で
す
が
、
元
何
処
か
の
お
公
卿
さ
ん
の
侍

で
し
た
が
、
維
新
後
に
な
つ
て
、
刷
り
人
に
傭
は
れ
た
。
そ
れ
が
贋
札

を
し
た
。
発
覚
し
た
と
思
つ
て
腹
を
切
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
も
の
で
、

公
け
に
捕
へ
ら
れ
た
者
は
無
い
や
う
で
す
。
贋
札
は
是
ぢ
や
と
言
つ
て
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見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。

水
で
は
版
面
の
油
が
取
れ
ま
せ
ぬ
の
で
梅
酢
を
使
ひ
ま
す
が
、
梅
酢

も
赤
い
の
は
い
や
が
り
ま
す
、
紫
蘇
を
入
れ
ぬ
や
つ
で
す
、
水
一
升
に

梅
酢
四
合
位
の
割
合
で
す
が
、
梅
酢
を
多
量
に
入
れ
る
と
板
全
体
が
腐

り
ま
す
か
ら
水
で
薄
め
ま
す
。

玄
々
堂
の
外
に
石
田
※
石
田
有

年
か

と
い
ふ
人
が
あ
り
ま
し
た
、
是
も
随
分

古
い
人
で
、
東
洞
院
四
条
下
ル
に
住
ん
だ
。
水
口
藩
の
留
守
居
で
す
が

廃
藩
に
な
つ
て
か
ら
銅
版
を
主
に
や
つ
て
居
り
ま
し
た
。
玄
々
堂
と
は

別
派
で
す
、
何
処
か
ら
習
つ
た
の
か
知
り
ま
せ
ぬ
。

津
久
井
※
津
久
井

平
塚
）清
影
著
「
聖
蹟

図
志
」
緑
山
刻
林
文
泉
堂
版

は
平
塚
で
す
。
平
塚
の
縁
故
の
人
が

何
か
平
塚
の
も
の
を
記
念
に
遺
し
て
置
き
た
い
と
い
ふ
の
で
、
私
と
井

上
が
買
つ
た
版
木
の
一
部
分
が
昨
年
ま
で
私
の
方
に
あ
り
ま
し
た
が
、

平
塚
の
子
孫
の
人
が
、
大
阪
の
人
で
す
が
見
え
ま
し
て
、
自
分
の
方
に

平
塚
の
も
の
が
何
も
遺
つ
て
な
い
、
何
か
遺
し
て
置
き
た
い
譲
つ
て
呉

れ
ぬ
か
と
い
ふ
こ
と
で
其
人
に
譲
り
ま
し
た
。
利
益
を
取
る
為
で
な
い

か
ら
恐
ら
く
本
に
な
つ
て
は
出
し
ま
す
ま
い
。

第
二
回

十
二
月
十
九
日

前

同

所

訪
問
聴
取
者

前

同

人

玄
々
は
京
都
に
居
つ
た
時
分
に
は
松
原
の
清
水
に
行
く
所
※
鷲
尾
町
ナ

ル
ベ
シ

に
居
り
ま
し
た
、
此
頃
は
大
変
に
よ
く
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
其
時
分

は
な
か
〳
〵
ひ
ど
い
所
で
し
た
、
女
郎
屋
な
ど
が
あ
り
ま
し
て
洵
に
仕

様
の
無
い
所
で
し
た
が
、
静
か
で
は
あ
る
し
家
賃
も
安
い
の
で
さ
う
い

ふ
所
に
居
つ
た
の
で
す
、
非
常
に
物
騒
な
所
で
し
た
。

此
銅
版
が
出
来
た
の
は
天
保
で
す
が
医
範
提
綱
は
も
つ
と
ズ
ツ
ト
前

に
出
来
ま
し
た
。
初
め
は
長
崎
辺
で
和
蘭
人
が
や
つ
て
居
つ
た
の
を
誰

か
が
習
つ
て
来
た
の
で
せ
う
な
。
玄
々
は
誰
に
習
つ
た
か
知
り
ま
せ
ぬ

が
、
余
程
前
か
ら
あ
つ
た
ら
し
い
で
す
。
医
範
提
綱
は
な
か
〳
〵
よ
く

売
れ
ま
し
た
、
是
れ
さ
へ
あ
れ
ば
お
医
者
さ
ん
が
出
来
た
の
で
す
か
ら
。

今
は
東
京
も
京
都
も
大
阪
も
古
い
本
屋
は
一
軒
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

玄
々
の
彫
つ
た
も
の
で
は
法
華
の
お
守
り
な
ど
は
な
か
〳
〵
古
い
方

で
す
、
法
華
経
を
銅
版
で
細
か
く
彫
つ
て
あ
る
の
で
す
が
、
之
を
皆
胃

の
中
な
ど
へ
入
れ
た
も
の
で
す
、
私
の
方
に
も
井
上
の
方
に
も
仰
山
あ

り
ま
し
た
、
今
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
扇
面
の
祇
園
祭
の
行
列
な

ど
の
小
さ
い
も
の
で
す
。

昨
日
も
申
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
図
が
出
来
て
か
ら
銅
版
と
い
ふ
も

の
が
世
間
に
認
め
ら
れ
ま
し
て
、
細
か
い
も
の
な
ら
銅
版
に
限
る
と
い

ふ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
石
版
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ぬ
し
、
細

か
い
も
の
は
皆
銅
版
で
や
つ
て
居
り
ま
し
た
。

大
阪
の

葭
堂
※

葭
堂
遺
意
岡
田
玉
山
編
述
「
唐
土
名
勝
図
会
」
井
上
治
兵
衛
等
彫
刻

が

や
つ
た
唐もろ
土こし
名
勝
図
会
な
ど
は
非
常
に
細
か
い
も
の
で
す
が
是
は
木
版

で
す
。
当
時
は
木
版
師
の
腕
の
切
れ
る
や
つ
が
沢
山
居
り
ま
し
た
、
今

日
と
違
つ
て
彫
り
賃
の
競
争
よ
り
仕
事
の
競
争
を
盛
に
や
つ
て
、
あ
の
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男
が
之
を
や
つ
た
か
ら
自
分
は
之
を
や
つ
て
や
ら
う
と
い
ふ
や
う
に
競

う
て
気
張
つ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
其
時
分
に
は
な
か
〳
〵
よ
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
、
菊きく
池ち
容よう
斎さい
の
「
前せん
賢けん
古こ
実じ
」
な
ん
か
は
な
か
〳
〵

よ
く
出
来
て
居
り
ま
す
。
銅
版
に
ま
け
ぬ
出
来
ば
え
で
す
。
今
申
し
た

唐もろ
土こし
名
所
な
ど
も
よ
く
出
来
て
居
り
ま
す
。
刷
屋
も
亦
大
変
に
上
手
で

し
た
。
今
の
や
う
に
墨
さ
へ
つ
け
て
や
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
の
と

違
つ
て
大
変
上
手
な
刷
屋
が
居
り
ま
し
た
、
如
何
に
上
手
に
版
が
彫
つ

て
あ
つ
て
も
刷
屋
が
下
手
で
は
折
角
の
版
木
が
引
立
ち
ま
せ
ぬ
。
瓦
版

と
い
ふ
の
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
蝋
版
は
あ
り
ま
し
た
、
昨
日
申
し
ま
し
た

や
う
に
相
撲
の
勝
負
附

番
附
は
木
版
の
立
派
な
も
の
で
す

な

ど
を
や
つ
て
居
り
ま
し
た
、
是
は
詰
り
蝋
を
何
か
で
伸
ば
し
て
、
そ
れ

を
小
刀
で
キ
ユ
ー
〳
〵
と
彫
つ
て
、
そ
れ
に
墨
を
つ
け
て
馬バ
レン

で
や
る

の
で
す
、
粗
末
な
も
の
で
す
。

平
塚
瓢
斉
と
い
ふ
人
の
外
に
池
田
東
籬
亭
と
い
ふ
人
が
あ
り
ま
す
が
、

此
人
は
多
少
も
の
が
読
め
た
男
で
す
、
学
者
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ぬ
が
、
何
で
も
や
つ
て
居
り
ま
し
た
、
絵
も
書
き
ま
し
た
、
あ
の
人
の

拵
へ
た
も
の
は
た
ん
と
あ
り
ま
す
、
非
常
に
器
用
な
人
で
何
で
も
や
り

ま
す
、
さ
う
い
ふ
人
が
沢
山
居
り
ま
し
た
、
玄
々
堂
は
縮
図
は
や
つ
て

居
り
ま
し
た
が
さ
う
何
で
も
や
る
と
い
ふ
男
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

桂
淡
水
※
桂
平
馬

と
い
ふ
の
は
玄
々
堂
の
弟
子
で
す
、
緑
山
の
弟
子
で

す
、
土
佐
の
人
で
す
が
京
へ
出
て
来
て
浪
人
し
て
居
り
ま
し
た
が
、

玄
々
堂
の
方
で
銅
版
を
教
へ
て
貰
つ
た
の
で
す
が
、
土
佐
で
国
札
を
作

る
や
う
に
な
つ
て
、
皆
此
方
の
刷
屋
な
ん
か
も
土
佐
へ
行
つ
た
の
で
す

が
、
土
佐
の
国
札
は
玄
々
堂
は
一
寸
も
し
ま
せ
ぬ
、
此
桂
と
い
ふ
人
が

や
つ
た
の
で
す
。

淡
水
の
外
に
国
札
を
や
つ
た
人
※
石
田
有
年

に
水
口

玄
々
と
は
派

が
違
ひ
ま
す
、
何
処
で
習
つ
た
の
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
少
し
下
手
で
し
た
、

元
水
口
藩
の
人
で
、
水
口
の
屋
敷
は
東
洞
院
四
条
下
ル
所
に
あ
り
ま
し

た
其
処
の
留
守
居
を
し
て
居
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
廃
藩
に
な
つ
て
か

ら
専
ら
銅
版
を
や
つ
て
生
活
し
て
居
り
ま
し
た
、
其
頃
は
銅
版
刻
り
は

仰
山
居
り
ま
し
た
、
藩
札
を
し
た
の
は
土
佐
が
一
番
で
す
、
国
札
は
何

処
に
で
も
あ
り
ま
す
が
皆
木
版
で
す
、
銅
版
の
藩
札
は
土
佐
が
一
番
で

す
。
太
政
官
が
一
番
初
め
、
そ
れ
か
ら
次
が
土
佐
で
す
。
紀
州
で
も
あ

つ
た
の
で
せ
う
が
皆
木
版
で
す
。
土
佐
の
外
に
銅
版
を
使
つ
た
所
は
あ

り
ま
せ
ぬ
。

遠
藤
茂
兵平

衛
※
平
野
屋

四
方
茂
平

と
い
ふ
人
は
池
田
み
た
や
う
な
器
用
な
人
で
、

前
は
本
屋
で
し
た
が
版
下
屋
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。
洵
に
器
用

な
人
で
図
も
引
き
ま
す
し
何
で
も
出
来
た
人
で
す
。

太
政
官
札
は
そ
れ
〴
〵
藩
に
向
け
て
渡
し
た
、
何
処
は
何
ぼ
、
此
処

は
何
ぼ
と
藩
に
向
け
て
渡
し
た
の
で
す
。
江
戸
で
は
通
用
し
ま
せ
ぬ
、

本
屋
の
や
う
な
商
売
で
も
江
戸
で
取
引
の
あ
る
も
の
は
正
金
で
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
、
さ
う
い
ふ
工
合
で
取
引
が
誠
に
不
便
で
し
た
、

そ
れ
が
朝
廷
が
江
戸
に
お
い
で
に
な
つ
て
二
度
目
に
な
つ
て
か
ら
全
体

に
通
用
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
そ
ん
な
も
の
が
通
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用
し
た
な
あ
と
仰
し
や
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
や
は
り
政
府
の
偉
力
で

愚
図
々
々
言
ふ
と
引
張
つ
て
行
つ
て
罰
し
ま
す
。
尤
も
其
始
ま
り
は
戦

争
の
時
分
に
吾
々
は
皆
正
金
を
出
し
て
居
り
ま
す
、
政
府
へ
献
金
を
し

て
居
り
ま
す
、
金
が
無
い
と
兵
隊
を
出
す
こ
と
も
出
来
な
い
が
政
府
の

方
に
金
が
無
い
、
そ
れ
で
皆
な
吾
々
の
方
で
身
分
に
応
じ
て
政
府
に
金

を
出
し
た
の
で
す
、
私
の
所
か
ら
は
百
両
出
し
ま
し
た
。
其
金
を
何
処

へ
持
つ
て
行
つ
た
か
よ
く
知
り
ま
せ
ぬ
、
大
年
寄
と
い
ふ
も
の
が
あ
り

ま
し
た
、
そ
れ
へ
持
つ
て
行
つ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。

そ
れ
に
は
政
府
が
お
や
り
に
な
る
の
だ
か
ら
苦
し
く
て
も
何
で
も
持

つ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
や
う
な
気
持
も
あ
つ
た
の
で
せ
う

が
、
江
戸
の
町
民
は
幕
府
の
こ
と
を
思
ひ
ま
す
が
、
京
は
人
民
が
旧
く

か
ら
幕
府
の
こ
と
よ
り
も
御
所
の
朝
廷
の
方
に
重
き
を
置
い
て
居
り
ま

し
た
。

元
治
の
火
事
に
は
エ
ラ
焼
け
で
す
。
私
の
十
五
の
時
で
し
た
。
此
辺

は
焼
け
な
ん
だ
の
で
す
が
私
等
は
早
く
か
ら
清
水
に
逃
げ
ま
し
た
。
父

は
焼
け
る
ま
で
此
辺
を
ウ
ロ
つ
い
て
居
つ
た
さ
う
で
す
が
、
夷
川
辺
で

火
は
消
え
た
の
で
す
。
何
し
ろ
火
が
消
え
か
ゝ
る
と
ド
ン
〳
〵
打
込
む

の
で
す
か
ら
、
と
う
〳
〵
橋
ま
で
焼
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
鴨
川
の
河

原
は
避
難
し
た
人
で
一
杯
で
し
た
、
あ
れ
が
冬
や
つ
た
ら
さ
つ
ぱ
り
で

す
が
夏
で
あ
つ
た
の
で
大
助
り
で
す
、
其
時
分
に
は
今
日
の
や
う
に
義

捐
や
何
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
な
く
焼
か
れ
た
人
は
焼
か
れ
損
で
す
。

御
一
新
前
後
と
い
ふ
も
の
は
京
へ
諸
藩
が
皆
入
込
み
ま
す
か
ら
焼
か

れ
て
一
時
は
困
つ
た
の
で
す
が
其
為
に
大
変
な
金
が
京
の
地
へ
落
ち
て

居
り
ま
す
。
焼
跡
は
金
の
あ
る
人
は
建
て
ま
す
奉
行
所
の
方
で
も
世
話

し
て
困
つ
て
居
る
人
は
救
ふ
や
う
な
施
設
は
あ
る
に
は
あ
り
ま
し
た
が

何
し
ろ
焼
け
た
の
が
大
き
い
も
の
で
す
か
ら
、
七
月
十
九
日
で
し
た
か
、

朝
起
き
ま
し
た
ら
ワ
ァ
〳
〵
と
い
ふ
鬨
の
声
が
揚
つ
て
居
り
ま
し
た
、

そ
れ
で
父
が
何
ぢ
や
、
や
か
ま
し
い
声
が
す
る
な
と
い
つ
て
屋
根
へ
上

つ
た
ら
、
長
州
が
蛤
御
門
で
戦
つ
て
居
る
其
声
で
す
、
そ
れ
か
ら
ゴ
テ

〳
〵
言
ふ
て
居
る
中
に
柳
馬
場
へ
下シモ
か
ら
長
州
が
や
つ
て
来
た
の
で
す
、

伏
見
で
大
垣
が
喰
止
め
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
道
を
変
へ
て
入
つ
て
来
た

か
ら
遅
れ
た
の
で
す
、
遅
れ
た
と
い
つ
て
も
蛤
御
門
の
戦
が
夜
の
暁
方

か
ら
で
、
柳
馬
場
へ
来
た
の
が
夜
が
明
け
て
し
ま
つ
て
朝
飯
が
済
ん
だ

時
分
で
す
。
私
も
見
に
行
き
ま
し
た
が
丁
度
旗
を
立
て
ゝ
入
つ
て
来
て

そ
れ
が
丸
太
町
の
堺
町
で
戦
つ
た
の
で
す
、
そ
れ
が
鷹
司
邸
に
向
け
て

乗
込
ん
で
入
つ
て
其
処
で
戦
ひ
ま
し
た
、
其
時
鷹
司
さ
ん
へ
向
け
て
火

を
放
つ
た
の
で
、
そ
れ
が
此
方
に
焼
け
て
来
た
の
で
す
、
嵯
峨
の
天

寺
ま
で
焼
け
て
し
ま
つ
た
の
で
す
、
随
分
無
茶
な
こ
と
を
や
つ
た
も
の

で
す
な
。

御
一
新
近
く
に
な
つ
て
か
ら
京
の
方
に
は
、
志
士
浪
人
が
方
々
か
ら

や
つ
て
来
ま
す
、
幕
府
の
役
人
も
来
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
沢
山
金
を
落

し
ま
す
の
で
商
売
は
皆
繁
昌
で
す
。
本
屋
な
ど
も
宜
し
う
御
座
い
ま
し

た
。
今
ま
で
は
御
所
の
こ
と
を
調
べ
て
居
ら
な
ん
だ
も
の
が
、
俄
か
に

御
所
の
こ
と
を
調
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
そ
の
方
の
本
が
大
に
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売
れ
て
本
屋
の
方
で
は
大
変
儲
け
て
居
り
ま
す
。
朝
廷
に
関
す
る
本
が

非
常
に
よ
く
売
れ
ま
し
た
の
で
本
屋
は
御
一
新
前
後
は
非
常
に
儲
け
て

居
り
ま
す
。
外
国
の
本
の
翻
訳
物
が
売
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
ず
つ
と
後

で
す
。
平
田
の
も
の
は
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

出
版
屋
の
大
き
い
の
が
京
に
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
沢
山
と
い
ふ
こ
と

も
な
い
が
大
抵
皆
版
木
を
持
つ
て
居
り
ま
す
。
出
版
の
多
い
の
は
何
と

言
つ
て
も
京
で
す
。
東
京
は
德
川
さ
ん
か
ら
で
す
が
、
京
は
秀
吉
時
代

か
ら
で
す
。
昌
平
学
校
で
物
を
拵
へ
る
や
う
に
な
つ
て
江
戸
に
も
職
人

が
沢
山
出
来
ま
し
た
。

本
屋
が
此
本
な
ら
此
本
を
持
つ
て
居
る
と
す
る
と
、
之
に
似
寄
つ
た

も
の
は
さ
せ
な
い
で
す
。
之
を
持
つ
て
居
る
所
へ
行
つ
て
相
談
し
な
け

れ
ば
出
来
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
本
屋
の
約
束
と

い
ふ
も
の
は
大
変
に
厳
格
な
も
の
で
あ
つ
た
の
で
す
。
今
も
同
じ
で
す

が
、
物
を
拵
へ
る
と
届
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
届
を
す
る
の
に
は
草

稿
を
添
へ
て
出
さ
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。
そ
れ
が
物
に
依
つ
て
は
江
戸
の

昌
平
学
校
へ
行
つ
て
其
処
で
調
べ
て
許
可
す
る
の
と
、
奉
行
所
の
方
だ

け
で
許
可
し
て
呉
れ
る
の
と
あ
り
ま
す
。
斯
う
い
ふ
も
の
は
ど
う
で
も

よ
い
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は
奉
行
所
で
許
可
し
ま
す
が
、
政
治
な
ん
か

の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
も
の
は
許
し
ま
せ
ぬ
。
徳
川
さ
ん
の
こ
と
を
書

い
た
も
の
は
頭
か
ら
許
し
ま
せ
ぬ
。
本
屋
の
仲
間
と
い
ふ
も
の
は
又
大

変
に
厳
格
な
も
の
で
す
。
本
屋
行
司
と
い
ふ
も
の
が
、
上
下
に
二
つ
あ

つ
て
、
上
に
四
人
、
下
に
も
四
人
あ
る
。
是
が
出
版
物
な
ん
か
を
取
扱

ひ
ま
す
、
其
処
へ
本
屋
か
ら
出
し
て
其
処
で
纒
め
て
奉
行
所
に
出
す
の

で
す
。
奉
行
所
の
方
で
奉
行
所
限
り
で
許
し
て
呉
れ
る
の
と
、
江
戸
へ

廻
は
す
の
と
区
別
し
ま
す
。
個
人
が
持
つ
て
行
つ
て
も
奉
行
所
は
受
付

け
ま
せ
ぬ
。
必
ず
本
屋
行
司
の
手
を
経
ず
に
は
受
付
け
ま
せ
ぬ
。
そ
れ

で
本
屋
行
司
は
威
張
つ
た
も
の
で
し
た
。
本
屋
行
司
が
奥
書
を
し
て
出

す
の
で
す
。
御
一
新
に
な
つ
て
も
暫
し
は
や
つ
て
居
り
ま
し
た
が
後
に

は
や
め
に
な
り
ま
し
た
、
中
々
出
版
も
容
易
に
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
本
屋

の
仲
間
に
入
る
の
は
容
易
で
す
。
銀
二
歩
程
出
し
た
ら
宜
し
い
ホ
ン
入

と
セ
リ
コ
入
と
二
歩
で
す
。

井
上
は
自
分
の
方
で
刷
ら
ず
に
版
木
を
貸
し
て
貸
賃
を
取
つ
て
居
り

ま
し
た
。
私
は
嘉
永
三
年
七
月
生
れ
で
す
。

第
三
回

十
二
月
二
十
日

前
同
所
ニ
於
テ

訪
問
聴
取
者

前

同

人

今
の
治
兵
衛
の
母
親
が
私
の
姉
に
な
る
の
で
す
、
姉
が
此
処
か
ら
井

上
に
嫁
入
つ
た
の
で
す
。
今
の
井
上
の
祖
父
の
姉
、
そ
れ
が
私
の
母
親

で
す
が
、
此
母
親
と
い
ふ
も
の
は
井
上
か
ら
嫁
に
来
た
の
で
す
が
、
母

親
の
母
親
が
外
へ
嫁
入
つ
て
私
の
母
親
を
生
ん
で
死
ん
だ
の
で
す
、
当

時
ま
だ
私
の
母
親
が
幼
年
で
あ
つ
た
の
で
嫁
入
先
か
ら
井
上
に
引
取
つ

て
井
上
か
ら
私
の
方
に
来
た
の
で
す
。
井
上
の
姉
が
井
筒
屋
（
河
原
町

四
条
）
へ
嫁
入
つ
て
私
の
母
親
を
生
ん
で
死
ん
だ
の
で
す
。
其
処
は
零
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落
し
て
今
家
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
そ
こ
で
井
上
の
方
へ
引
取
つ
て
井
上
で

成
人
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
母
親
は
井
上
か
ら
出
た
に
は
違
ひ
あ

り
ま
せ
ぬ
が
、
一
且
井
筒
屋
へ
嫁
入
つ
て
私
の
母
親
を
生
ん
で
死
ん
だ

の
で
、
家
の
都
合
が
悪
か
つ
た
と
見
え
て
井
上
に
小
さ
い
時
か
ら
引
取

つ
て
井
上
の
方
で
成
人
し
て
私
の
所
に
縁
付
い
て
来
た
の
て
あ
り
ま
す
。

林
茂
兵
衞
と
い
ふ
の
は
私
の
親
が
奉
公
し
て
居
つ
た
所
で
す
、
親
族

で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
其
主
人
と
い
ふ
の
が
私
の
親
の
在
所
か
ら

出
て
居
る
。
其
縁
故
で
親
が
丁
稚
奉
公
に
来
た
の
で
す
。
私
の
親
は
滋

賀
県
の
栗
太
郡
田
中
で
す
。
私
は
林
芳
兵
衛
の
二
代
目
で
す
。
林
茂
兵

衛
の
家
は
今
絶
家
し
て
居
り
ま
す
。
実
は
此
看
板
※
文
泉
堂
の
題
額

は
大
雅
の
書

も
家
と

一
緒
に
何
処
か
へ
売
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
が
あ
と
で
私
の
親
が
、
あ

れ
が
欲
し
い
も
ん
や
な
あ
と
い
つ
て
居
り
ま
し
た
が
何
処
に
在
る
か
判

ら
な
ん
だ
。
そ
れ
が
妙
な
こ
と
に
夷
川
の
道
具
屋
に
出
て
居
つ
た
の
で

す
。
余
程
年
数
が
経
つ
て
か
ら
で
せ
う
が
、
其
時
分
親
も
宿
替
の
仕
立

て
ゞ
ビ
リ
〳
〵
し
て
居
つ
た
の
で
す
が
之
は
大
き
に
私
の
方
に
縁
故
が

あ
る
と
言
つ
て
喜
ん
で
買
取
つ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
一
つ
大
雅
の

山
水
の
屛
風
が
あ
り
ま
し
た
が
売
立
て
に
百
両
で
も
買
手
が
無
い
。
大

雅
の
屛
風
と
い
ふ
も
の
は
大
変
評
判
の
屛
風
で
、
祭
に
な
る
と
其
屛
風

を
見
せ
て
呉
れ
と
い
つ
て
見
に
来
る
人
が
多
い
の
で
、
丁
稚
が
番
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
祭
が
来
る
と
、
今
度
は
お
前
の
番
だ
、
今
度
は
俺

の
番
だ
と
い
ふ
や
う
な
具
合
で
、
番
に
当
つ
た
人
は
何
処
へ
も
行
け
ま

せ
ぬ
。
さ
う
い
ふ
評
判
の
屛
風
、
そ
れ
が
百
両
で
も
買
手
が
無
い
と
い

ふ
の
で
す
。
そ
れ
で
何
で
も
嫁
さ
ん
の
里
へ
引
い
た
の
や
さ
う
で
す
。

今
は
ど
う
な
つ
た
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
、
鳩
居
堂
の
山
水
の
屛
風
が
や
か

ま
し
く
言
は
れ
て
居
り
ま
す
、
そ
れ
が
廻
り
廻
は
つ
て
其
処
へ
行
つ
た

も
の
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
、
大
雅
の
山
水
は
実
に
名
髙
い
も
の
や

さ
う
で
す
。

井
上
と
三
井
さ
ん
の
関
係
は
、
何
で
も
井
上
の
初
代
の
人
が
た
し
か

但
馬
の
人
で
之
が
北
さ
ん
に
出
た
の
で
す
。
五
代
前
で
す
、
其
次
の
今

の
当
主
の
四
代
前
の
人
が
お
出
入
を
す
る
の
に
表
門
を
潜
り
ま
せ
ぬ
、

堀
川
の
方
に
出
口
が
あ
り
ま
す
が
其
処
か
ら
出
入
り
し
て
居
り
ま
し
た
、

夜
で
も
こ
つ
そ
り
出
て
行
く
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。

其
ヂ
ヂ
と
い
ふ
も
の
が
何
で
も
大
分
物
が
読
め
た
男
で
す
、
何
か
お
か

し
な
判
ら
ぬ
や
う
な
文
章
で
も
あ
る
と
、
一
寸
治
兵
衛
を
呼
ん
で
来
い

と
い
ふ
こ
と
で
「
是
は
ど
う
い
ふ
こ
と
や
」「
是
は
斯
々
い
ふ
訳
で
す
」

と
い
ふ
具
合
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。
あ
れ
の
祖
父
も
学
問
が
あ
り
ま
し

た
、
学
者
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
四
書
や
五
経
位
い
は
読
ん
で

居
り
ま
し
た
。
私
等
も
よ
く
父
親
に
祖
父
が
言
つ
て
居
り
ま
し
た
、
本

を
少
し
位
は
読
ま
な
い
と
い
か
ぬ
と
何
時
も
言
つ
て
居
り
ま
し
た
。
林

茂
兵
衛
は
堀
川
の
伊
藤
の
弟
子
で
あ
つ
て
今
で
も
懇
意
に
し
て
居
り
ま

す
。
其
時
分
に
は
大
変
に
私
の
親
が
伊
藤
の
こ
と
を
世
話
し
て
居
り
ま

し
た
の
で
、
私
の
所
へ
寄
越
せ
と
い
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
本
人
の
嫌

ひ
の
上
に
私
の
親
も
、
本
屋
に
本
を
読
ま
す
と
お
か
し
な
者
に
な
る
、

本
屋
は
標
題
学
者
で
よ
い
、
標
題
さ
へ
読
め
た
ら
よ
い
と
い
つ
て
居
り
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ま
し
た
。
本
屋
が
本
を
読
む
と
お
客
扱
ひ
が
拙
く
な
る
と
い
ふ
の
で
す
、

慢
心
す
る
の
で
せ
う
な
。
さ
う
い
ふ
こ
と
が
あ
る
の
で
、
本
屋
は
本
を

読
む
こ
と
は
禁
物
だ
、
標
題
さ
へ
知
つ
て
居
つ
た
ら
そ
れ
で
よ
い
と
い

つ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
本
屋
の
丁
稚
は
偉
い
も
の
で
す
、
夜
で

も
倉
の
中
へ
行
つ
て
何
々
の
本
を
出
し
て
来
い
と
い
ふ
と
直
ぐ
出
し
て

来
ま
す
、
大
学
の
大
の
字
も
知
ら
ぬ
の
に
何
時
の
間
に
や
ら
判
つ
て
来

る
ら
し
い
で
す
な
。

本
屋
と
い
ふ
商
売
は
妙
な
商
売
で
、
今
と
違
つ
て
売
上
金
髙
は
少
く

て
も
口
銭
は
相
当
に
あ
つ
た
も
の
で
す
。
お
れ
※「
ヲ
レ
」

半
分
の
意

位
の
口
銭
は

取
つ
て
居
り
ま
し
た
。
例
へ
ば
私
の
所
に
此
版
木
が
あ
れ
ば
是
は
私
の

所
よ
り
外
で
は
出
来
ま
せ
ぬ
か
ら
一
円
の
も
の
を
二
円
に
売
つ
て
も
判

ら
ぬ
。
呉
服
屋
が
一
年
に
一
万
円
の
商
ひ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ

ろ
は
本
屋
で
は
千
円
売
つ
て
も
立
派
に
引
合
ふ
の
で
す
。
利
益
が
多
い

も
の
で
す
か
ら
お
か
み
さ
ん
は
絹
の
着
物
を
着
て
何
時
も
ブ
ラ
〳
〵
し

て
居
つ
た
も
の
で
す
。
林
の
所
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
何
処
で
も
皆

贅
沢
な
生
活
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
二
条
の
衣
棚
の
風
月
※
風
月
庄

左
衛
門

と
い

ふ
本
屋
の
母
親
も
何
時
も
ぞ
う
つ
と
す
そ
を
引
摺
つ
て
居
つ
た
も
の
で

す
。私

が
褒
め
る
や
う
で
す
が
、
井
上
と
い
つ
た
ら
其
位
の
仕
事
を
す
る

も
の
は
江
戸
に
も
無
か
つ
た
の
で
す
。
家
に
は
十
四
五
人
し
か
職
人
は

居
り
ま
せ
ぬ
が
下
職
と
い
ふ
も
の
が
何
百
人
と
い
つ
て
居
り
ま
し
た
。

何
し
ろ
版
木
屋
の
三
井
さ
ん
と
言
は
れ
た
程
で
す
。
江
戸
、
大
坂
辺
の

出
版
物
は
皆
井
上
に
行
く
の
で
す
。
井
上
の
彫
刻
は
日
本
一
で
す
な
。

伊
勢
の
方
に
神
宮
の
暦
が
出
来
ま
す
、
其
暦
の
刻
師
が
伊
勢
に
居
り
ま

す
が
、
向
ふ
で
は
暦
さ
へ
刻
つ
て
し
ま
へ
ば
も
う
人
は
要
ら
ぬ
の
で
そ

れ
が
井
上
に
出
て
来
る
の
で
す
。
他
へ
は
行
か
ぬ
。
井
上
へ
来
れ
ば
何

時
で
も
使
つ
て
呉
れ
る
の
で
す
。
又
御
所
の
家
来
や
と
か
、
公
卿
衆
の

侍
と
か
、
所
司
代
な
ん
ど
、
さ
う
い
ふ
や
う
な
と
こ
ろ
の
下
侍
が
居
り

ま
し
て
、
そ
れ
等
は
禄
を
貰
つ
て
居
る
け
れ
ど
も
年
に
一
二
度
出
れ
ば

よ
い
と
い
ふ
人
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
さ
う
い
ふ
人
が
ぢ
つ
と
し
て
居
つ

て
も
し
や
う
が
な
い
か
ら
版
木
を
習
つ
て
居
る
。
そ
れ
が
皆
井
上
に
出

て
来
る
の
で
す
。
そ
れ
で
此
方
は
途
で
遇
へ
ば
二
本
ざ
し
で
威
張
つ
て

居
つ
て
も
、
井
上
へ
来
る
と
「
先
生
々
々
」
と
あ
が
め
て
ゐ
ま
す
。
物

は
読
め
た
し
な
か
〳
〵
版
屋
で
は
井
上
に
越
す
人
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

今
の
井
上
の
親
※
四
代
治
兵
衛
明
治
十
六
年
三
月
六
日
歿

五
代
治
兵
衛
明
治
六
年
六
月
十
三
日
生

は
養
子
で
す
、
今
の
井

上
が
十
歳
の
時
に
親
に
離
れ
た
の
で
、
私
が
親
代
り
に
世
話
を
し
て
や

つ
て
居
り
ま
し
た
。
祖
父
は
長
生
し
ま
し
た
が
今
の
井
上
の
親
は
短
命

で
し
た
。
井
上
が
子
が
無
い
の
で
余
所
か
ら
い
ろ
〳
〵
貰
つ
た
の
で
す

が
う
ま
く
行
か
な
か
つ
た
の
で
、
店
の
人
の
仕
事
の
出
来
る
者
を
選
ん

で
相
続
人
に
さ
す
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
初
め
は
感
治
郎
と

か
い
ろ
〳
〵
の
名
が
あ
り
ま
し
た
が
当
主
に
な
る
と
治
兵
衛
に
な
る
の

で
す
。
私
で
も
初
め
は
芳
兵
衛
で
は
な
い
、
恒
次
郎
で
し
た
が
当
主
に

な
つ
て
芳
兵
衛
に
な
つ
た
の
で
す
。
林
芳
兵
衛
で
売
れ
て
居
り
ま
す
か

ら
矢
張
代
は
代
つ
て
も
芳
兵
衛
と
し
た
方
が
都
合
が
好
い
か
ら
で
す
。
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今
の
治
兵
衛
の
小
さ
い
時
に
は
「
感
」
で
し
た
が
そ
れ
で
は
書
き
に
く

い
と
い
つ
て
「
勘
」
に
し
た
の
で
す
、
祖
父
も
感
次
郎
、
今
の
治
兵
衛

の
父
親
も
感
次
郎
、
養
子
に
な
る
ま
で
は
彌
惣
七
で
し
た
。
井
上
の
父

親
の
親
（
養
子
の
親
）
が
き
ん

何
と
か
言
ひ
ま
し
た
忘
れ
ま
し
た
。

井
上
は
版
木
屋
が
本
業
で
す
、
蔵
版
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
祖
父
と

い
ふ
人
は
な
か
〳
〵
ム
ツ
ク
リ
し
た
男
で
人
と
喧
嘩
な
ん
か
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
人
の
世
話
は
よ
く
し
ま
し
た
。
昨
日
も
申
し
ま
し
た

が
出
版
願
と
い
ふ
も
の
が
非
常
に
手
数
が
要
る
。
政
治
な
ど
に
関
係
し

た
も
の
は
一
旦
本
屋
行
司
か
ら
町
奉
行
所
に
出
し
奉
行
所
か
ら
江
戸
へ

送
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
、
大
変
に
手
間
取
る
の
で
本
屋
も
一
寸
困

つ
て
居
つ
た
の
で
す
が
、
井
上
の
祖
父
は
そ
れ
が
又
う
ま
い
の
で
す
。

何
故
か
と
い
ふ
と
奉
行
所
の
与
力
な
ん
か
に
馴
染
が
あ
る
か
ら
で
す
。

さ
う
い
ふ
所
か
ら
手
数
が
省
け
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
大
坂
辺
り
の

本
屋
で
も
大
抵
井
上
に
頼
ん
で
居
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
自
然
井
上
で

彫
ら
し
ま
す
、
願
は
井
上
に
頼
ん
で
、
彫
る
の
は
外
へ
や
る
と
い
ふ
こ

と
は
出
来
ま
せ
ぬ
か
ら
な
。
版
下
の
書
き
や
う
で
刻
り
が
う
ま
く
行
き

ま
せ
ぬ
。
幾
ら
よ
く
書
い
て
あ
つ
て
も
素
人
で
は
そ
れ
を
版
下
に
し
て

小
刀
の
工
合
が
悪
い
さ
う
で
す
。

刻
賃
は
安
い
も
の
で
す
。
細
か
い
も
の
も
あ
れ
ば
大
き
い
も
の
も
あ

り
ま
す
か
ら
一
定
し
て
居
り
ま
せ
ぬ
。
井
上
は
え
ら
い
も
の
で
す
、
刻

手
が
皆
揃
つ
て
居
り
ま
す
。
楷
書
を
刻
る
人
、
行
書
草
書
と
別
で
す
。

絵
を
刻
る
人
、
絵
に
も
い
ろ
〳
〵
あ
り
ま
す
。
各
々
其
人
の
得
手
が
あ

り
ま
し
て
、
絵
を
刻
る
人
で
も
字
も
刻
り
ま
す
が
工
合
が
悪
い
字
を
刻

る
人
は
絵
が
下
手
で
す
。
そ
れ
が
絵
は
絵
、
字
は
字
と
刻
手
の
揃
つ
て

居
る
の
は
井
上
だ
け
で
す
。
井
上
で
は
下
職
や
何
か
で
何
百
人
と
い
ふ

人
を
使
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
絵
の
も
の
で
も
書
の
も
の
で
も
何
で
も

引
受
け
ま
す
。
小
口
の
所
は
之
に
刻
ら
す
、
中
の
方
は
之
に
や
ら
す
と

い
ふ
こ
と
で
、
な
か
〳
〵
出
版
す
る
本
屋
で
も
よ
く
目
が
利
き
ま
す
。

少
々
は
お
ち
て
も
そ
れ
だ
け
揃
ふ
仕
事
師
が
外
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

え
ゝ
所
は
無
茶
に
え
ゝ
、
悪
い
所
は
又
無
茶
に
悪
い
、
井
上
で
は
さ
う

い
ふ
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
井
上
で
は
無
茶
な
人
を
入
れ
て
居
り
ま
せ

ぬ
か
ら
、
江
戸
へ
行
つ
て
も
越
後
屋
治
兵
衛
方
で
𥡴
古
し
た
者
は
何
処

で
も
働
け
た
の
で
す
。
何
千
枚
と
い
ふ
や
う
な
大
き
な
も
の
は
井
上
で

な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ぬ
。
出
来
て
も
暇
が
い
り
ま
す
、
外
の
所
で
五
年

も
か
ゝ
る
の
を
井
上
で
は
三
年
位
で
や
つ
て
し
ま
ひ
ま
す
、
千
枚
以
上

の
も
の
に
な
る
と
五
年
も

年
も
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
後
に
加
賀
と
か
紀
州
と
か
尾
張
と
い
ふ
や
う
な
大
名
で
蔵

版
物
を
徳
川
が
さ
せ
た
の
で
す
。
加
賀
で
は
四
書

參
※
天
保
七
年
金
沢
藩
、

四
書

參
四
十
三
巻

翻
刻

是
は
何
千
枚
と
い
ふ
も
の
で
す
、
雲
州
で
は
南
北
史
、
伊
勢
の
津

で
は
通
鑑
を
や
り
ま
し
た
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
徳
川
か
ら
命
じ
た
の
で

す
、
其
代
り
江
戸
で
は
昌
平
学
校
で
物
を
刻
つ
て
居
り
ま
す
。
そ
こ
で

東
京
に
ド
ン
〳
〵
仕
事
師
が
出
来
て
良
い
仕
事
を
す
る
人
が
出
来
た
の

で
す
。
小
刀
で
も
江
戸
の
小
刀
は
又
京
の
も
の
と
違
ひ
ま
す
。
刃
が
薄

い
の
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
細
か
い
も
の
は
東
京
の
小
刀
で
な
い
と

212



い
か
ぬ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
て
居
り
ま
し
た
。
加
賀
が
四
書

參
を
刻
る
に
付
て
刻
り
を
習
ひ
に
や
つ
て
、
習
つ
て
来
て
そ
れ
を
又
国

の
家
中
の
閑
な
者
に
教
へ
て
、
さ
う
し
て
余
所
へ
持
つ
て
行
か
ん
で
も

国
で
出
来
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
御
一
新
ま
で
に

加
賀
、
尾
張
な
ど
に
は
刻
師
が
仰
山
居
り
ま
し
た
。
井
上
あ
た
り
で
も

仕
事
が
多
い
と
加
賀
な
ど
へ
持
つ
て
行
く
と
い
ふ
風
で
し
た
。
そ
れ
に

京
の
刻
り
は
物
價
が
髙
い
か
ら
自
然
刻
賃
も
髙
い
の
で
す
、
そ
れ
で
私

の
父
親
が
名
古
屋
へ
行
つ
て
名
古
屋
の
仕
事
師
を
買
込
ん
で
そ
れ
に
仕

事
を
さ
せ
て
居
つ
た
こ
と
を
覚
え
て
居
り
ま
す
。
以
前
は
五
年
も

年

も
か
か
つ
て
や
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
御
一
新
前
後
は
そ
ん
な
こ
と
は

出
来
ま
せ
ぬ
、
急
き
ま
す
か
ら
、
又
急
が
ぬ
と
い
か
ぬ
の
で
す
。
御
一

新
前
後
と
い
ふ
も
の
は
変
り
方
が
大
変
早
い
の
で
、
今
是
が
は
や
つ
て

よ
く
売
れ
る
か
と
思
ふ
と
五
年
も
す
る
と
一
寸
も
売
れ
ぬ
や
う
に
な
る
。

そ
れ
で
早
く
や
ら
な
け
れ
ば
本
屋
の
方
か
ら

文
し
ま
せ
ぬ
。
仕
事
師

が
沢
山
無
い
と
さ
う
い
ふ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
さ
う
い
う
風
で
な
か

〳
〵
井
上
は
贅
沢
な
暮
し
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
沢
山
な
人
を
使
つ
て

や
つ
て
居
り
ま
し
た
し
、
本
屋
で
一
円
で
受
取
つ
た
も
の
を
刻
師
の
方

に
は
五
十
銭
し
か
や
り
ま
せ
ぬ
の
で
え
ゝ
儲
け
に
な
つ
た
の
で
す
か
ら
、

其
代
り
直
し
は
只
で
す
。
彫
つ
た
人
は
直
し
を
や
り
ま
せ
ぬ
。
刻
つ
た

だ
け
で
す
。
直
し
を
す
る
者
は
又
別
に
あ
り
ま
す
。
井
上
に
は
直
し
を

す
る
者
が
五
人
位
居
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
多
く
の
人
を
使
つ
て
居
ら
ぬ

と
直
し
を
す
る
者
を
五
人
も

人
も
置
く
訳
に
行
き
ま
せ
ぬ
。
大
坂
あ

た
り
の

文
は
先
づ
刻
り
の
見
本
を
刷
つ
て
や
る
。
さ
う
し
て
一
番
直

し
二
番
直
し
三
番
直
し
ま
で
は
や
り
ま
す
、
三
番
ま
で
は
井
上
の
方
の

も
ち
で
す
。
四
番
に
な
る
と
先
方
か
ら
出
す
の
で
す
。
三
番
ま
で
や
る

と
版
木
を
送
つ
て
し
ま
ふ
の
で
す
、
そ
れ
以
後
は
先
方
の
勝
手
で
す
、

何
度
や
つ
て
も
勝
手
で
す
が
大
抵
の
も
の
は
三
番
直
し
で
す
み
ま
す
。

大
事
な
仕
事
で
利
益
を
目
的
に
せ
ぬ
も
の
は
兎
も
角
大
抵
の
も
の
は
三

番
直
し
で
仕
上
げ
ま
す
。

今
の
や
う
に
草
稿
料
な
ど
は
出
し
ま
せ
ぬ
。
只
で
す
、
貝
原
益
軒
さ

ん
の
著
述
物
が
あ
り
ま
す
が
あ
れ
な
ん
か
先
方
か
ら
金
を
呉
れ
る
の
で

す
、
之
を
刻
つ
て
呉
れ
、
何
ぼ
か
ゝ
る
。
十
両
か
ゝ
る
。
そ
ん
な
ら
ど

う
ぞ
と
い
つ
て
金
を
十
両
置
い
て
行
く
。
さ
う
し
て
版
木
は
此
方
に
貰

つ
て
し
ま
ふ
の
で
す
。
百
部
な
ら
百
部
刷
つ
て
納
め
る
。
其
代
価
も
呉

れ
る
、
版
木
は
呉
れ
る
の
で
は
な
い
が
預
か
つ
て
置
く
の
で
す
、
や
ら

う
と
も
言
は
な
い
、
預
か
り
貰
ひ
で
す
、
著
作
料
を
取
る
と
い
ふ
の
（ママ）近

来
の
こ
と
で
昔
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
御
一
新
に
な
つ
て
明

治
十
年
頃
か
ら
草
稿
賃
一
枚
何
ぼ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
つ
た
の
で

す
。
私
等
も
大
分
草
稿
賃
を
出
し
て
居
り
ま
す
。
草
稿
賃
を
出
し
な
が

ら
刻
ら
ず
に
し
ま
つ
た
も
の
も
相
当
あ
り
ま
す
。
時
勢
に
遅
れ
る
と
草

稿
賃
位
は
損
し
て
も
刻
つ
て
売
出
し
て
損
す
る
よ
り
も
少
し
の
損
で
す

み
ま
す
。
私
等
も
度
々
さ
う
い
ふ
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
此
方
の
目
違

ひ
で
す
な
あ
、
外
の
本
屋
へ
や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
何
処
で
も
同
じ

こ
と
で
此
方
で
い
か
ぬ
も
の
は
外
で
も
い
や
が
り
ま
す
。
林
芳
兵
衛
が
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持
つ
て
行
つ
た
ら
尚
ほ
相
手
に
し
ま
せ
ぬ
。

井
上
で
は
刷
り
ま
せ
ぬ
。
刷
屋
は
又
別
に
あ
り
ま
す
。
仕
立
屋
も
あ

り
ま
す
。
刷
屋
で
大
き
い
の
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
井
上
は
刻
る
だ
け
で
す
。

刷
屋
は

へ
て
あ
る
の
で
す
。
大
き
い
所
に
な
る
と
刷
屋
を
百
人
位

へ
て
居
り
ま
す
、
よ
く
売
れ
る
所
で
は
五
十
人
位
は
大
丈
夫
居
り
ま
し

た
、
尤
も
さ
う
い
ふ
本
屋
は
京
に
一
軒
か
二
軒
、
大
坂
に
も
三
軒
か
五

軒
位
し
か
あ
り
ま
せ
ぬ
、
大
抵
の
本
屋
は
一
人
か
二
人
使
つ
て
居
る
だ

け
で
す
、
何
時
も
べ
つ
た
り
使
つ
て
居
る
所
は
余
り
あ
り
ま
せ
ぬ
。

銅
版
は
井
上
は
一
寸
も
関
係
が
あ
り
ま
せ
ぬ
。
井
上
は
木
版
ば
つ
か

り
で
す
。
銅
版
は
先
日
も
申
し
た
や
う
に
小
さ
い
も
の
で
あ
つ
た
の
で

す
。
日
本
の
図
が
出
来
て
か
ら
、
是
は
大
変
便
利
だ
、
細
か
い
も
の
は

銅
版
に
限
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
す
が
、
一
つ
い
か
ぬ
の
は
彫

る
の
に
手
間
取
る
こ
と
で
す
、
随
つ
て
彫
賃
が
髙
い
訳
で
す
。

玄
々
と
は
日
本
の
図
を
刻
つ
て
か
ら
心
安
く
な
つ
た
の
で
す
。
私
の

方
と
村
上
勘
兵
衞
、
福
井
源
治
郎
、
井
上
治
兵
衛
そ
れ
だ
け
が
組
ん
で

一
つ
の
板
を
持
つ
た
の
で
す
が
案
外
是
が
売
れ
ま
し
た
。

日
本
の
図
で
玄
々
と
心
安
く
な
つ
て
居
り
ま
し
た
か
ら
此
間
も
申
し

ま
し
た
や
う
に
太
政
官
札
は
木
版
よ
り
も
銅
版
の
方
が
贋
が
出
来
に
く

い
と
い
ふ
こ
と
を
井
上
の
祖
父
が
申
言
し
た
の
で
す
、
さ
う
し
て
髙
朗

さ
ん
か
ら
太
政
官
の
方
へ
答
へ
ら
れ
た
の
で
す
、
そ
れ
で
す
か
ら
玄
々

が
自
分
の
是
ま
で
に
な
つ
た
の
は
井
上
の
お
蔭
だ
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く

言
つ
て
居
り
ま
し
た
、
玄
々
が
明
治
二
年
御
用
召
で
東
京
へ
行
く
時
に

井
上
の
祖
父
も
私
も
よ
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。
外
の
人
も
居
り
ま
し
た

が
。
井
上
を
上
席
に
据
え
ま
し
た
。
其
時
井
上
の
祖
父
に
「
あ
な
た
の

お
蔭
で
私
も
是
だ
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
礼
を
言
つ
て
喜
ん
で
居
り
ま

し
た
。
是
が
玄
々
の
出
世
し
た
本
で
す
。
私
の
所
は

書
や
医
書
が
主

で
す
が
営
業
は
四
五
年
前
に
や
め
ま
し
た
。
何
で
も
や
ら
ぬ
も
の
は
あ

り
ま
せ
ぬ
、
銅
版
も
や
り
ま
す
。
昔
は
京
の
お
医
者
さ
ん
で
林
茂
兵
衞

の
所
へ
来
ぬ
人
は
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
所
の
蔵
版
も

の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
何
処
の
本
で
も
売
り
ま
す
、
仲
間
の
こ
と

で
す
か
ら
お
互
ひ
に
融
通
し
合
ふ
の
で
す
。
種
類
は
何
で
も
や
り
ま
す

炊
で
す
、
仏
書
だ
け
は
知
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
で
も
知
つ
た
顔
を
し

て
や
つ
て
居
り
ま
し
た
。
是
は
知
り
ま
せ
ぬ
と
言
つ
て
は
信
用
が
あ
り

ま
せ
ぬ
か
ら
知
つ
た
顔
を
し
て
買
つ
た
り
売
つ
た
り
し
て
居
り
ま
し
た
。

此
頃
は
同
じ
こ
と
が
書
い
て
あ
つ
て
も
慶
長
版
だ
と
か
昌
平
版
だ
と
か

言
つ
て
や
か
ま
し
く

ぎ
ま
す
が
、
昔
は
さ
う
い
ふ
こ
と
は
余
り
言
ひ

ま
せ
ん
で
し
た
。「
は
こ
や
の
ひ
め
ご
と
」
と
云
ふ
好
色
本
を
始
め
て

江
戸
か
ら
送
つ
て
来
た
時
に
、
是
は
歌
書
や
な
と
思
つ
て
居
り
ま
し
た

の
で
、
筑
前
の
黒
田
さ
ん
が
御
上
洛
に
な
つ
た
。

黒
田
さ
ん
に
は

御
出
入
し
て
居
り
ま
し
た
の
で
「
何
か
歌
書
で
珍
ら
し
い
も
の
は
無
い

か
」
と
問
は
れ
た
の
で
、「
此
間
江
戸
か
ら
送
つ
て
来
た
書
物
、
あ
れ

は
新
ら
し
い
も
の
で
す
」
と
言
つ
て
そ
れ
を
持
つ
て
行
つ
た
の
で
す
。

所
が
「
林
芳
兵
衛
あ
れ
は
歌
書
で
は
な
い
あ
れ
は
好
色
本
や
」
と
言
は

れ
た
の
で
始
め
て
知
つ
た
や
う
な
こ
と
で
す
。
中
島

園
が
拵
へ
た
春
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風
一
筆
と
い
ふ
二
百
枚
程
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ち
や
ん
と
版
下

ま
で
書
い
て
刻
ら
う
と
し
た
の
で
す
が
、
引
張
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
安

く
売
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
中
島
文
吉
が
此
頃
居
つ
た
ら
偉
い
も
の
で

す
な
、
あ
ゝ
い
ふ
山
陽
で
も
中
島
で
も
時
勢
を
観
る
明
が
あ
り
ま
し
た
。

元
禄
時
代
に
山
陽
み
た
や
う
な
こ
と
を
言
ふ
と
す
ぐ
に
獄
に
入
れ
ら
れ

ま
す
、
又
天
保
時
代
に
伊
藤
仁
斎
が
論
語
の
講
釈
を
し
て
も
誰
れ
も
相

手
に
し
ま
せ
ぬ
、
何
と
い
つ
て
も
先
見
の
明
が
あ
り
ま
し
た
。
山
陽
と

か
中
島
と
い
ふ
や
う
な
人
は
経
学
に
は
重
き
を
置
き
ま
せ
ぬ
、
あ
の
人

は
主
に
孟
子
を
や
つ
て
居
り
ま
し
た
、
論
語
な
ん
か
は
余
り
や
り
ま
せ

ぬ
。
私
の
父
や
井
上
の
祖
父
な
ん
か
は
中
島
と
心
安
く
し
て
居
り
ま
し

た
。
此
頃
中
島
の
も
の
が
残
つ
て
居
り
ま
す
「
天
保
佳
話
」
と
い
ふ
や

つ
で
す
。
其
版
木
が
あ
り
ま
す
。
中
島

園
と
平
塚
瓢
斎
は
非
常
に
心

安
く
、
山
陽
と
も
心
安
く
し
て
居
り
ま
し
た
。
中
島
も
山
陽
も
非
常
に

身
持
は
悪
る
か
つ
た
や
う
で
す
。
酒
は
呑
む
女
郎
買
に
は
行
く
。
芝
居

で
も
中
島
が
行
か
ん
と
芝
居
が
は
や
ら
ん
と
言
つ
た
位
で
す
。
中
島
と

い
ふ
人
は
な
か
〳
〵
変
つ
た
男
で
す
。

三
井
さ
ん
は
代
々
字
が
上
手
で
す
。
髙
福
さ
ん
の
書
は
な
か
〳
〵
立

派
な
も
の
で
す
。
高
福
さ
ん
と
い
ふ
人
は
な
か
〳
〵
徳
の
多
い
人
で
し

た
、
髙
朗
さ
ん
の
こ
と
は
私
の
姉
が
よ
く
言
つ
て
居
り
ま
し
た
、
髙
朗

さ
ん
は
本
当
に
え
ゝ
旦
那
だ
と
い
つ
て
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
居
り
ま
し

た
。
よ
く
気
の
つ
く
人
で
し
た
。

三
井
の
評
判
、
ど
う
い
ふ
評
判
と
い
つ
た
所
で
其
時
分
は
新
聞
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
町
の
中
の
評
判
と
い
つ
て
も
、
旧
家
で
何
事
に
依
ら
ず

人
を
救
ふ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
よ
く
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
寒
中
に

非
人
共
に
お
粥
な
ん
か
を
施
行
す
る
、
さ
う
い
ふ
こ
と
は
外
で
は
一
寸

や
り
ま
せ
ぬ
。
寒
三
十
日
間
毎
年
や
つ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
三
荷
か
五

荷
毎
日
三
十
日
間
二
条
の
川
原
へ
持
つ
て
行
つ
て
非
人
に
施
す
の
で
す
、

此
家
の
前
を
通
つ
て
参
り
ま
し
た
。
外
で
は
よ
う
し
ま
せ
ぬ
、
毎
朝
油

小
路
か
ら
出
て
二
条
通
を
男
衆
が
担
い
で
行
く
の
で
す
が
途
中
で
ち
や

ん
と
非
人
が
待
つ
て
居
つ
て
其
処
か
ら
男
衆
に
代
つ
て
川
原
ま
で
非
人

が
担
い
で
行
つ
て
居
り
ま
し
た
、
三
井
さ
ん
と
し
て
は
何
で
も
な
い
こ

と
で
す
が
外
で
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
御
一
新
に
な
つ
て
非
人
が
無
く
な
つ

て
か
ら
は
そ
ん
な
こ
と
は
や
め
ら
れ
ま
し
た
、
し
や
う
と
思
つ
て
も
政

府
が
さ
せ
ま
せ
ぬ
。

井
上
治
兵
衛
は
十
歳
の
時
に
父
親
に
離
れ
た
の
で
す
が
、
商
売
は
其

後
も
や
は
り
版
木
を
や
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
そ
ろ
〳
〵
版
木
よ
り
活

版
の
方
へ
時
勢
が
変
つ
て
仕
事
の

文
は
減
り
ま
す
し
、
又
し
つ
か
り

し
た
主
人
が
あ
つ
て
や
れ
は
兎
も
角
ま
だ
年
は
小
さ
い
※
明
治
六
年
六
月
十
三

日
生
四
代
治
兵
衛
明

治
十
六
年
三

月
六
日
歿

し
自
然
や
め
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。

其
後
、
三
井
さ
ん
か
ら
、
中
井
三
平
さ
ん
の
ひ
き
で
、
大
学
へ
入
れ

て
や
る
と
い
ふ
や
う
な
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
は

お
前
等
の
体
に
合
は
ぬ
、
兄
弟
も
無
い
し
、
又
大
学
へ
行
く
の
な
ら
別

に
三
井
さ
ん
に
頼
ま
ん
で
も
少
々
の
貯
蓄
も
あ
る
か
ら
行
け
ぬ
こ
と
は

な
い
か
ら
兎
に
角
お
断
は
り
し
た
方
が
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
や
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め
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

牧
嘉
助
と
い
ふ
の
は
太
政
官
日
誌
の
時
に
井
上
の
町
に
住
ん
で
居
つ

た
の
を
井
上
の
帳
場
に
雇
つ
た
の
で
す
、
ブ
ラ
〳
〵
し
て
居
つ
た
の
で

祖
父
が
自
分
の
家
に
使
つ
た
の
で
す
、
其
後
、
井
上
に
人
が
要
ら
ぬ
や

う
に
な
つ
て
三
井
さ
ん
に
頼
ん
で
使
つ
て
貰
つ
た
の
で
す
。

第
四
回

十
二
月
廿
一
日

訪
問
聴
取
者

柴

謙
太
郎

（
速
記
を
作
ら
ず
）

（
談
話
大
要
）
本
屋
の
收
支
計
算
、
元
治
兵
燹
に
つ
い
て
中
井
三
郎
氏

マ
マ
）

談
話
の
補
説
、
其
他
前
回
談
話
の
補
説
。

速
記
者

京
都
市
役
所
、
京
都
市
会
嘱
託

岡
部
荒
二

（
表
紙
）

「
中
井
三
郎
兵
衛
談
話

記

」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

特

四
四
）

中
井
三
郎
兵
衛
談
話
速
記

昭
和
五
年
十
二
月
十
九
日

京
都
岡
崎
同
氏
邸
ニ
於
テ

柴

謙
太
郎

尾

上

米

蔵

訪
問
聴
取

太
政
官
札
の
印
刷
は
烏
丸
御
池
※
元
銀
座
跡

で
致
し
て
居
り
ま
し
た
。

印
刷
場
は

見
致
し
た
こ
と
が
御
座
い
ま
す
。
尾
長
鳥
の
通
用
十
三
ケ

年
限
と
書
い
て
あ
つ
た
も
の
で
す
。
百
円
、
五
十
円
、
五
円
、
一
円
、

二
朱
、
一
朱
、
二
歩
、
一
歩
、
何
両
何
歩
何
朱
と
言
つ
て
居
り
ま
し
た

の
で
、
一
両
札
と
か
五
両
札
と
か
、
二
歩
札
、
一
歩
札
、
二
朱
札
、
一

番
小
さ
い
の
が
二
朱
で
し
た
か
、
さ
う
い
ふ
種
類
で
あ
つ
た
と
思
つ
て

居
り
ま
す
。
紙
に
は
私
の
方
は
関
係
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
、
紙
の
売
買
に

も
関
係
御
座
い
ま
せ
ぬ
。

左
様
で
御
座
い
ま
す
。
父
三
平
※
三
平
天
保
三
年
京
本
店
出
勤
、
同
十
三
年
退
役
、
明

治
三
年
北
家
台
所
名
前
役
、同
四
年
京
都
為
換
座
通

三
年
北
家
台
所
名
前
役
、同
四

年
京
都
為
換
座
通
勤
支
配
役

は
若
い
時
か
ら
御
奉
公
申
上
げ
た
の
で
は
御
座
い

ま
せ
ぬ
。
中
年
ま
で
商
売
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
私
が
二
十
歳
の
時
明

治
四
年
、
未
の
年
と
思
つ
て
居
り
ま
す
が
、
以
前
お
前
は
奉
公
し
て
居

つ
た
の
だ
か
ら
も
う
一
遍
と
い
ふ
の
で
勤
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
二
度
の
御
奉
公
を
し
た
の
で
御
座
い
ま
す
。
さ
う
か
う
し
て
居

る
間
に
銀
行
が
出
来
た
の
で
す
、
そ
れ
で
ち
よ
い
〳
〵
銀
行
の
方
も
手

伝
ふ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
後
に
は
銀
行
の
方
が
主
に
な
つ
て
段
々
重

役
に
す
ゝ
め
ら
れ
て
太
政
官
札
の
紙
の
こ
と
は
さ
う
い
ふ
工
合
で
私
の

方
は
一
寸
も
知
り
ま
せ
ぬ
。

店
は
元
か
ら
あ
そ
こ
※
三
條
通
烏
丸
東

ヘ
入
梅
忠
町

で
す
、
店
の
恰
好
は
変
つ
て
居
り

ま
す
が
あ
の
場
所
で
御
座
い
ま
す
。
あ
の
店
を
持
つ
た
の
は
私
の
三
つ

か
四
つ
の
時
で
す
。
唯
普
通
の
紙
を
扱
つ
て
居
り
ま
し
た
。

恵
比
須
屋
丈
助
※
両
替
店
出

入
の
紙
屋

と
い
ふ
の
は
両
替
町
に
夷
屋
の
別
家
が
あ
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り
ま
し
た
恵
丈
と
い
ふ
の
で
す
、
島
田
と
い
ふ
の
が
夷
屋
で
其
別
家
や

と
思
つ
て
居
り
ま
す
が
ど
う
も
記
憶
が
悪
い
の
で
…
…
…

×

×

×

×

×

×

元
治
の
京
焼
の
節
、
北
さ
ん
も
二
度
目
に
焼
け
ま
し
た
。
最
初
は
焼

残
つ
て
有
難
い
と
言
つ
て
居
ら
れ
ま
し
た
こ
と
ゝ
存
じ
て
居
り
ま
す
。

其
翌
日
ズ
ド
ン
と
音
が
し
て
、
私
の
十
三
の
時
で
す
が
、
焼
残
り
の
所

は
残
ら
ず
焼
け
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
西
が
皆
残
つ
て
居
つ
た
の
で
そ
れ

を
焼
い
た
の
で
す
、
蛤
御
門
の
戦
争
で
焼
け
た
の
で
す
。
鉄

を
以
て

焼
く
の
は
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
鎧
兜
で
血
刀
を
提
げ
て
歩
い
て
居
る

の
を
見
ま
し
た
、
死
体
な
ど
ゴ
ロ
〳
〵
転
が
つ
て
居
つ
た
の
を
薄
々
存

じ
て
居
り
ま
す
。

今
で
申
し
ま
す
と
殆
ど
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
あ
た
り
ま
で
焼
け
抜
け
た
と

い
ふ
程
の
焼
方
で
し
た
。
焼
け
残
る
と
せ
ん
ぐ
り
焼
い
て
行
く
の
で
す
。

焼
け
る
前
に
此
辺
が
焼
け
る
か
ら
逃
げ
と
い
ふ
布
令
が
来
ま
す
、
私
共

東
の
清
水
ま
で
逃
げ
ま
し
た
ら
も
つ
と
遠
く
へ
逃
げ
ん
と
戦
さ
に
な
る

か
ら
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

御
一
新
は
、
焼
け
た
の
が
子
の
年
で
す
が
そ
れ
か
ら
四
年
目
で
す
か
、

ま
だ
四
年
位
で
は
昔
の
こ
と
で
十
分
家
が
整
つ
て
居
り
ま
せ
ん
。
其
時

に
何
処
か
ら
と
も
な
く
バ
ラ
〳
〵
と
の
せ
の
妙
見
様
の
お
札
が
降
り
ま

し
た
。
何
処
彼
処
な
し
に
降
り
ま
し
た
。
降
つ
た
家
で
は
早
速
そ
れ
を

お
祀
り
し
ま
す
、
す
る
と
町
内
か
ら
祝
が
来
ま
す
、
酒
や
鰹
な
ん
か
が

町
内
か
ら
来
ま
す
。
お
降
り
に
な
ら
ぬ
家
も
あ
り
ま
す
。
降
つ
て
戴
き

た
い
と
い
つ
て
ち
や
ん
と
家
屋
根
の
上
に
祭
壇
を
拵
へ
て
待
つ
て
居
つ

て
も
降
ら
ん
家
も
あ
り
ま
す
。
や
ま
こ
に
人
が
そ
ん
な
も
の
を
降
ら
す

の
か
と
い
ふ
と
さ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
近
い
中
に
乱
世
に
な
る
し
る

し
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
お
降
り
に
な
る
と
商
売
を
休
ん
で
浮

か
れ
て
歩
く
、
女
の
人
も
三
味
線
を
弾
い
て
歩
く
の
で
す
。
そ
れ
が
あ

つ
ち
こ
つ
ち
と
方
々
へ
降
つ
て
居
る
の
で
皆
大
浮
か
れ
で
す
。
向
ふ
か

ら
も
踊
つ
て
来
る
此
方
か
ら
も
踊
つ
て
行
く
、
途
中
ぱ
つ
た
り
会
ふ
と

一
杯
呑
ま
ふ
で
又
酒
を
呑
む
、
さ
う
し
て
隣
の
呉
服
屋
さ
ん
へ
飛
込
ん

で
真
面
目
な
顔
し
て
商
売
で
も
し
て
居
る
と
踊
れ
〳
〵
と
言
つ
て
皆
で

引
張
り
出
し
て
し
ま
ひ
ま
す
。
さ
う
い
ふ
こ
と
が
あ
つ
て
か
ら
御
一
新

に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

元
治
の
鉄

焼
の
時
、
私
※
三
郎
兵
衛
文
久
三
亥
年
三
月
京
本
店

出
勤
、慶
應
二
年
九
月
半
元
服
退
勤

は
京
の
御
本
店

に
丁
稚
で
あ
り
ま
し
た
。
逃
げ
る
時
は
百
人
程
の
丁
稚
を
細
引
で
体
を

く
ゝ
つ
て
そ
れ
を
小
供
頭
が
引
張
つ
て
歩
く
の
で
す
。
所
が
血
刀
を
提

げ
て
居
る
人
に
出
会
ふ
の
で
恐
れ
て
逃
げ
た
り
す
る
の
で
迷
子
に
な
ら

ぬ
や
う
に
小
供
頭
が
連
れ
て
歩
く
の
で
す
。
一
人
が
小
便
す
る
と
皆
待

つ
て
居
る
と
い
ふ
風
で
す
。
今
大

を
撃
つ
か
ら
と
い
ふ
布
令
が
あ
る

と
其
方
面
の
年
寄
や
子
供
は
安
全
な
方
面
に
連
れ
て
逃
げ
た
り
親
類
に

預
け
た
り
し
ま
す
。
悪
い
方
の
人
が
入
込
ん
で
は
居
ら
ぬ
か
と
い
ふ
の

で
さ
う
い
ふ
疑
い
の
か
ゝ
つ
た
所
を
片
つ
端
か
ら
焼
く
の
で
す
。
勝
さ

ん
と
西
郷
さ
ん
が
結
託
し
て
や
つ
た
か
ら
東
京
は
無
事
で
あ
つ
た
の
で

す
が
、
さ
う
で
な
か
つ
た
ら
東
京
も
や
ら
れ
て
居
る
訳
で
す
。
年
寄
を
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う
て
逃
げ
る
や
ら
小
供
を
連
れ
て
逃
げ
る
や
ら
実
に
残
酷
な
も
の

で
し
た
。
焚
出
し
の
や
う
な
こ
と
も
無
か
つ
た
や
う
で
し
た
。
握
り
飯

を
銘
々
に
腰
に
つ
け
て
逃
げ
た
の
で
せ
う
。
焼
け
た
跡
は
破
れ
た
瓦
を

集
め
て
そ
れ
を
以
て
自
分
の
所
を
境
界
を
作
つ
て
、
入
口
だ
け
開
け
て

瓦
で
塀
を
作
つ
て
境
界
に
し
て
居
り
ま
し
た
。
町
人
は
余
り
殺
さ
れ
ま

せ
ぬ
で
し
た
。

×

×

×

×

×

×

太
政
官
札
の
紙
は
越
前
の
紙
が
よ
い
の
で
さ
う
い
ふ
こ
と
か
ら
越
前

に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
太
政
官
は
東
京
に
は
無
い
、
京
都
に
あ
つ
た

の
で
す
。
三
平
は
三
井
さ
ん
で
越
前
侯
に
御
面
会
し
た
位
で
す
、
紙
の

売
買
は
一
寸
も
御
座
い
ま
せ
ぬ
。

×

×

×

×

×

×

（
以
下
、
夫
人
避
難
談
の
一
節
）

一
寸
治
ま
り
が
つ
い
た
の
で
植
木
屋
の
二
階
に
女
や
小
供
が
居
り
ま

し
た
。
下
に
は
一
つ
橋
さ
ん
が
居
ら
れ
て
陣
太
鼓
の
𥡴
古
な
ど
し
て
居

ら
れ
ま
し
た
、
二
階
の

畳
の
間
に
三
つ
の
男
の
子
が
あ
り
ま
し
て
よ

く
便
所
な
ど
を
や
つ
て
居
り
ま
し
た
、
便
所
を
し
に
下
ま
で
行
く
の
が

気
持
が
悪
い
の
で
す
な
、
よ
く
悪
戯
を
し
て
は
叱
ら
れ
て
び
つ
く
り
し

て
二
階
へ
飛
ん
で
上
つ
て
居
り
ま
し
た
、
侍
が
余
程
恐
ろ
し
か
つ
た
も

の
と
見
え
ま
す
。

速
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京
都
市
役
所
、
市
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